
年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ～Ｃ組：庵原）（Ｄ～Ｆ組：田原）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

合計

70

領域

〇 〇

〇 〇 〇

〇

○ ○

○

〇

態

〇 ○ 〇

〇

〇

8

【知識及び技能】さまざまな情報を集め、知識の再構成を行
い、新たなつながりや価値を見出す。
【思考力、判断力、表現力等】論理的に考える力や深く共感し
たり豊かに想像する力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】言葉を通して他者や社会と関わ
る態度を育成する。

定期考査
○ ○ 1

〇

A 単元・テーマ横断型学習Ⅱ ・指導事項
　環境、身体、近代、社会、自己同一性など既習事項を網羅し
た文章から1学年での学習内容を総点検する。
・教材「環境と身体」河野哲也
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」「評論文の読み方」の活用

【知識・技能】
さまざまな情報から知識を再構成し、新しい価値を見出せたか。
【思考・判断・表現】
論理的に考えたり、深く共感したり、豊かに想像したりしたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉を通して他者や社会に進んで関わろうという意欲が持てたか。

○ ○ ○

３
学
期

A 単元・テーマ横断型学習Ⅰ ・指導事項
　実社会において無関係にみえるものから共通の構造を見出
し、論理的に考える力を育成する。
・教材「言葉と貨幣」丸山圭三郎
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」「評論文の読み方」の活用

【知識・技能】
さまざまな情報から知識を再構成し、新しい価値を見出せたか。
【思考・判断・表現】
論理的に考えたり、深く共感したり、豊かに想像したりしたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
言葉を通して他者や社会に進んで関わろうという意欲が持てたか。

○

○

〇 ○ 〇

定期考査
○ ○ 1

9

【知識及び技能】さまざまな情報を集め、知識の再構成を行
い、新たなつながりや価値を見出す。
【思考力、判断力、表現力等】論理的に考える力や深く共感し
たり豊かに想像する力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】言葉を通して他者や社会と関わ
る態度を育成する。

【知識及び技能】実社会において必要な語彙を増やすととも
に、その語句の背景となる考え方や用法など学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】話の内容や構成、論理の展開を
評価し、情報を整理し、自分の考えを広げたり深めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】目的や意図に応じて、集めた情
報の信頼性を吟味し、書いたり話したりする。

A 単元・身体とは何か ・指導事項
近代日本人の身体所作からその背景を考察する。また論拠を明
確にして話し合う。
・教材「考える身体」三浦雅士
・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」の活用

【知識・技能】
主張と論拠など情報と情報との関係について理解できたか。
【思考・判断・表現】
目的に応じて、さまざまな種類の話し合いができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
手順を確認し、合意形成を図りながら、建設的な態度で話し合いに参加でき
たか。

○ ○

1

期

末

考

査

ま

で

A 単元・政治／国家／権利 ・指導事項
政治や国家、権利について基礎知識を学び、自分の考えを深め
る。
・教材「名づけと所有」西谷修
「スポーツとナショナリズム」多木浩二
・一人１台端末の活用　等
・副教材「ちくま評論文の読み方」

【知識・技能】
必要な語彙を増やし、背景となる考え方や用法などが理解できたか。
【思考・判断・表現】
情報を整理し、自分の考えを広げたり深めたりできたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
集めた情報を吟味し、進んで文章を書いたり、話し合ったりしたか。

○ ○ ○ 6

4

【知識及び技能】近代以降の日本人の身体（所作）の変化か
ら、近代の認識や思考を問う。
【思考力、判断力、表現力等】論点を共有し、自分の考えを広
げたり深めたりしながら話し合いの目的に応じて結論の出し方
などを工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】身体所作の変化にどのような社
会背景があるのか、論拠を明確にして積極的に話し合う。

○

○

○ 10

【知識及び技能】西洋の近代化がどのようにして起こったの
か、またそれが世界にどのように広がっていったのか、またグ
ローバル化していった経済のシステム（資本主義）について学
ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】さまざまな対比を用いた文章や
さまざまな観点からの情報を集めて、近代化から現代社会まで
を整理する。
【学びに向かう力、人間性等】集めた情報を整理して「近代」
について文章化する。

○

〇 〇

〇

定期考査
○

1

２
学
期

中

間

考

査

ま

で

A 単元・人間と文化 ・指導事項
　抽象的な文章を読解し、文化についての見識を高める
・教材「失われた両腕」清岡卓行
「『間』の感覚」高階秀爾
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」の活用

【知識・技能】
西洋や日本の文化に関する基礎知識が修得できたか。
　
【思考・判断・表現】
抽象的な表現が読解でき、自分の言葉にできたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
文化と人間について意欲を持って考えることができたか。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

【知識及び技能】文化に関する文章から言語が示す想像力の働
きを学び、人間と文化について考察する。
【思考力、判断力、表現力等】実社会において必要な語句、言
葉を学び、抽象的な表現を読解する力を育成する。
【学びに向かう力、人間性等】文化を通して人間の生活や想像
力について進んで関心を持つ。

A 単元・近代Ⅲ（自然と科学） ・指導事項
・教材　「科学と世界観」村上陽一郎
「グローバリズムの『遠近法』」上田紀行
・一人１台端末の活用　等
・副教材「新現代文単語」の活用

【知識・技能】
西洋の近代化の過程やグローバル化した現代の世界像が理解できたか。
【思考・判断・表現】
多彩な対比を用いた文章や多角的な視点からの情報を整理し、近代から現代
までを見通せたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
集めた情報を整理し、進んで「近代」について文章化できたか。

○

6

【知識及び技能】近代の「機械論」から続く生命に関する現代
の知見を学び、人間と社会に関する洞察を深める。
【思考力、判断力、表現力等】　話題を設定し、情報を収集
し、内容を検討する。
【学びに向かう力、人間性等】　読み取った内容を自分の意見
に活かしてまとめ、発表する。

A 単元・経済への関心 ・指導事項
現代の社会生活に必要とされる論理的な文章を読解し、その表
現の効果を考える。
・教材「マルジャーナの知恵」岩井克人
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
経済（資本主義）に関する概念や語彙が身に付いたか。
【思考・判断・表現】
差異が価値を生むという資本主義の要諦を理解するとともに文章表現の効果
について考察できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会を支えている資本主義について進んで考え、関心をもつことができ
たか。

〇 〇 〇 3

〇 ○ 〇

期

末

考

査

ま

で

A 単元・近代Ⅱ（主体／生命） ・指導事項
生命や主体のありかについて考え、自分の意見をまとめる。
・教材「生と死が創るもの」柳澤桂子
「私はどこへ行く」黒崎政男
「主体という物語」小坂井敏晶
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」「評論文の読み方」の活用

【知識・技能】
生命に関する知見を学び、人間と社会に関する洞察を深めたか。
　
【思考・判断・表現】
話題を設定し、情報を収集し、内容を検討できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
読み取った内容を自分の意見に活かして、発表ができたか。

〇 〇

【知識及び技能】実社会において必要な資本主義の発展段階を
理解し語彙を習得し、その原理に迫る。
【思考力、判断力、表現力等】引用や例や構成などの表現を理
解し、論理展開の構造を学び、その効果について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】社会を成り立たせている経済の
あり方を理解するとともに、進んで関心を持つ。

〇 ○

【知識及び技能】物の見方を決定する言語の働きについて、言
語論の基礎を理解する。　　　　　　　　　　　　　【思考
力、判断力、表現力等】さまざまな言語の分節化の違いの例か
ら言語の二重の恣意性を論理的に読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】「言葉」に対する理解と態度を
養う。

3

【知識及び技能】日本の近代化に多大な影響を及ぼした西洋の
近代化について学ぶ。　　　　　　　　　　　　　【思考力、
判断力、表現力等】デカルトの「物心二元論」を軸に西洋の近
代化を論理的に読み解く。
【学びに向かう力、人間性等】西洋の近代化への認識を深め、
我が国を見直す契機とする。

定期考査
○ ○ 1

〇

A 単元・近代Ⅰ（西洋の近代化） ・指導事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西
洋の近代化についての学習、思考力を鍛える。
・教材「動的平衡」福岡伸一
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」の活用

【知識・技能】
日本の近代化を学ぶ上で重要な西洋の近代化が理解できたか。
【思考・判断・表現】
重要な概念を論理的に考え、思考力を鍛えることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
話し合いによって情報を整理し、すすんで論点を共有しようとしたか。

〇 〇 〇

配当
時数

１
学
期

中

間

考

査

ま

で

A 単元・自己と他者について ・指導事項
アイデンティティをめぐる諸問題について複数の文章を読み比
べ推論を立てるなどして多角的に考察する。
・教材「『本当の自分』幻想」平野啓一郎
「ある時間、待ってください」大江健三郎
・一人１台端末の活用　等
・副教材「評論文キーワード」の活用

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現
代における自己と他者との関係が理解できたか。
　
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論理
的な文章の読解ができたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習を通して他者や社会に関わろうという意欲につながったか。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】自己同一性に関する文章を読み比べ、自己と
他者との関係についてのの現代的な課題を捉える。
【思考力、判断力、表現力等】自己認識がどのように生まれて
くるのかを論理的に考える。
【学びに向かう力、人間性等】他者や社会に関わろうとする意
欲を養う。

A 単元・言語論／記号学への導入 ・指導事項
言語の働きに関する基礎知識の習得
教材「ことばとは何か」内田樹
「言語学とは何か」田中克彦　　　　　　　　　　　　　「も
のとことば」鈴木孝雄
・一人１台端末の活用　等
・三つの文章の読み比べによる主張と論拠の関係。

【知識・技能】
言語の働きに関する基礎知識や語彙が習得できたか。
　
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言
語の二重の恣意性をめぐり、論理的に考えることができたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
 すすんで言葉に対する理解を深めようという意欲をもてたか。

〇 〇 〇 7

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。優れた日本語
の文章の学習を通して、さまざまな現代的な課題を読み解く基礎となる知
識を習得する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり
深めたりできるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ、わが国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

2

精選現代の国語(明治書院)

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

国語 現代の国語

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、生涯において国語を尊重し、その能力の向上を図る態度を養う。

現代の国語



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ組・Ｃ組：田原　）（Ｅ・Ｆ組：庵原）（Ｂ・Ｄ組：千葉）（Ｅ組帰国：田原）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

国語 言語文化

ことばの持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る
態度を養う。

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、
我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
古文や漢文の基本的な知識を身に付け、読解に活用できるようにする。
小説に関する表現技法や、展開を通して作品世界を理解する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができるようにする。
それぞれの文章で、相手に思いを伝えるためにどのような方法が用いら
れているかを理解し、またどのような思いが表現されているかを理解す
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

3

精選言語文化(明治書院)

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

配当
時数

１
学
期

中

間

考

査

ま

で

古文:古文入門
○『宇治拾遺物語』「児のそら寝」
○『十訓抄』「大江山」
・歴史的仮名遣い、品詞、用言の活用、係り結び、助動詞「けり」「た
り」「む」
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・明快古典文法（いいずな書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識及び技能】
　古文における用言の活用についてその種類と活用の方法について理解しようとしてい
る。また登場頻度の高い助動詞のきまりについても理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　人物の描かれ方や人物の行動から本文における主題を読み取ろうとしている。
　説話の内容について人物の行動からどのような内容が当時の人々に読み取られていた
かを理解しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に音読に参加している。古文における基本的な文法事項を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

【知識及び技能】
　古文における用言の活用について理解する。また登場頻度の高い助動
詞のきまりについても理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　人物の描かれ方や人物の行動から本文における主題を読み取ることが
できる。説話の内容について人物の行動からどのような内容が当時の
人々に読み取られていたかを理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　上代から人々に親しまれていた古文に親しみ、当時の言葉や文章につ
いての認識を深める。
漢文:漢文入門 ○漢文入門『訓読の世界』

・訓読の仕方、再読文字、返読文字、漢文の構造
○『列子』「朝三暮四」
・句形「疑問」
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・漢文必携（桐原書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　漢文では、異なる文体が存在していることを把握し、それぞれの特徴を理解しようと
している。また、句法と呼ばれる漢文での特徴的な言葉遣いについて理解しようとして
いる。
【思考・判断・表現】
　文中の動詞に着目して、読解につなげようとしている。当時の中国の情勢を把握し、
状況からどのようなテーマが存在していたかを読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極的に音読に参加している。和語で書かれた文との違いについて考え、日本人がど
うやって漢文の訓読を行っていたかについて、理解しようとしている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
　白文・訓読文・書き下し文などの異なる文体が存在していることを把
握し、それぞれの特徴について理解する。また、禁止や反語、使役など
基本的な句法についても理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　漢文の文構造を理解し、読解につなげることができる。文章の背景を
理解したうえで、説話の内容について自分の考えをまとめることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な文体が存在していることから、日本人が漢文に親しみ、学びを
得ていたことへの認識を深める。

2

【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。文脈に注意して文章の意味を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　文中の特徴的な表現について把握し、そこに投影されている文章の
テーマを理解する。登場人物の心理の推移を読み取り、文章の主題を理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　文章に使われている言葉の違いに着目して、それぞれの意味を読み取
ろうとしている。題材から加筆された部分、省かれた部分について注目
し、文章の主題を考えようとしている。

定期考査
○ ○ 1

○

小説 ○『羅生門』芥川龍之介
・表現の特徴を読み取る
・登場人物の心理の推移を読み取る
・題材に隠されたテーマを読み取る
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
◇一人1台端末の活用
データ配信を通して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で扱われている漢字や語句について正しく使うことができている。文脈に注意し
ながらそれぞれの文章を読むことができている。
【思考・判断・表現】
　語り手の視点の移動について、文章にどのような影響を及ぼしているかを読み取ろう
としている。主人公の心理の推移について、それぞれの場面、表現から読み取ろうとし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　羅生門の題材となった文章について、どのような変更がされていて、そのことで筆者
の伝えたい意図がどこにあるのかを理解しようとしている。

○ ○ ○○

○ ○

期
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古文：歌物語 ○『伊勢物語』「芥川」
・助動詞「推量」「希望」「過去」
・呼応の副詞
○『伊勢物語』「筒井筒」
・助動詞「現在推量」　・「ぬ」の識別
・和歌の修辞
▽教材
・精選言語文化（明治書店）
・明快古典文法（いいずな書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　和歌について掛詞・枕詞・序詞などの修辞法があることを理解できている。助動詞の
接続・意味・活用について文章での意味を理解できている。
【思考・判断・表現】
　和歌をめぐるやり取りや、和歌が詠まれた背景を把握し、登場人物同士の関係を読み
取ることができている。和歌が詠まれた背景やその後の展開から和歌が文章に及ぼす影
響について読み取ることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　歌物語という文章のジャンルがあることを理解し、どのような経緯でこのジャンルが
発達したのかを理解しようとしている。

○ ○

【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。特徴的な語句について理解
し、語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特徴的な表現について把握し、文章の読解につなげることがで
きる。語り手の心理の推移を読み取り、文章の主題の読み取ることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　小説独自の舞台設定を把握し、その影響について考えることができ
る。小説を発表する媒体について把握し、書きぶりがどのように変化す
るか理解しようとしている。

○

10

【知識及び技能】
　和歌について掛詞や枕詞などの修辞を理解する。また、助動詞の用法
についても理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　和歌を通じたやり取りから、登場人物同士の関係性を読み取ることが
できる。和歌が文章にどのような影響を及ぼしているかを読み取ること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　歌物語について文章の特徴を理解し、このような文章が描かれた背景
について認識を深める。

小説 ○『夢十夜』夏目漱石
・特徴的な表現を読み取る
・「わたし」の心理の推移を読み取る
・短編ごとのつながりなどから主題を読み取る
▽教材
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を利用して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で使われている漢字について正しく読み書きできている。語句についてその意味
を理解し、語彙を豊かにしようとしている。
【思考・判断・表現】
　語り手の認識について文中の表現を把握し、登場人物の心理を読み取ろうとしてい
る。夢という舞台が作品世界に及ぼしている影響を理解し、主題を読み取ろうとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　小説における舞台設定について、その特徴を理解し、影響について他の文章を読んで
考えようとしている。新聞小説という媒体で生まれる特徴について考えようとしてい
る。

○ ○ ○ 2

○

漢文：故事成語・史伝 ○『十八史略』「先従隗始」
・句形「抑揚」「反語」、置き字
○『十八史略』「管鮑之交」
・句形「受身」「使役」、助字
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・漢文必携（桐原書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

○

【知識・技能】
　置き字など和語文では読まない字についてそれぞれの意味を理解できている。受身や
使役の句法について読み方や用字を理解できている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の関係性を把握し、文章の読解につなげることができている。故事成語の意
味について理解し、文章全体の読解につなげることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業で取り上げた文章以外に故事成語の由来となった文章を調べ、現在の日本語に及
ぼしている影響を理解しようとしている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
　漢文における助字の機能や、置き字について理解する。受身や使役な
どの句法について正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　登場人物の描かれ方を把握し、文章全体の理解につなげる。故事成語
の由来となった文章についてそれぞれの言葉の意味とつなげて考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　故事成語の由来となった説話について、他にどのようなものがあるか
調べることができる。

1
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古文:日記 ○『土佐日記』「門出」
・助動詞「推定」　・「なり」の識別
・異性への仮託
○「亡児」
・接続助詞
○「帰京」
・助動詞「使役・尊敬」　・和歌の修辞
▽教材
・精選言語文化（明治書店）
・明快古典文法（いいずな書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　日記文学における表現の違いについて理解できている。助動詞の接続・意味・活用に
ついて文中での意味を理解できている。
【思考・判断・表現】
　作者による言葉遊びから文章の修辞について理解し、作品世界の理解につなげてい
る。文中での表現や、和歌の内容について理解し、作品のテーマについて読み取ること
ができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　女性による日記文学と、男性による日記の違いについて理解しようとしている。作者
が女性に仮託し日記文学を書いたことで、女性による文学の隆盛が起こったことを理解
しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○○ ○

【知識及び技能】
　日記文学の特徴について理解する。また、助動詞の用法についても理
解し、紛らわしいものについても識別の方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　和歌の修辞に通じる表現技巧を理解し、文章全体の読解につなげるこ
とができる。作品に底流する作者の感情について表現から読み取ること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日記文学と日記の違いを把握し、それぞれの特徴を理解しようとして
いる。作者による異性への仮託が以降の文学史にどのような影響を及ぼ
したか理解しようとしている。
漢文:史伝・文章 ○『唐宋八家文読本』「雑説」

・句形「否定」「限定」「反語」「詠嘆」「疑問」
○『淮南子』「塞翁馬」
・反語「何慮――乎」
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・漢文必携（桐原書店）
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　和語文では登場しない特徴的な表現について理解しようとしている。受身や反語など
の句法について文中で扱われたものの語順・読み方や意味を理解できている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の関係性を把握し、文章の読解につなげることができている。禍福の表現か
ら文章の主題を読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　教訓について描かれた文章を読み、それらの考え方がどのように受け入れられたかを
考え、自分なりにまとめようとしている。

○

○

【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。特徴的な語句について文中の
意味を理解し、語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特徴的な表現を理解し、文章の読解につなげることができる。
文章の構成に着目し、文章の主題を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　文体に着目し、現代の言葉遣いがどのようにして生まれたかについて
認識を深める。

定期考査
○

○ 6

【知識及び技能】
　漢文における用字について理解する。否定、限定などの句法について
文章で扱われたものを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　登場人物の関係性を把握し、文章の理解へつなげることができる。文
章の主題について、繰り返し登場する表現から読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　教訓について描かれた文章から、これらの文章が好まれた背景につい
て考えることができる。

小説 ○『城の崎にて』志賀直哉
・特徴的な表現を読み取る
・文章の構成に着目し、主題を読み取る
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を利用して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で使われている漢字について正しく読み書きできている。語句についてその意味
を理解し、語彙を豊かにしようとしている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の行動とその行動に反映された心理について、理解しようとしている。文章
の構成に着目し、死生観について読み取ることができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現代の言葉遣いで書かれた文章を読み、こういった文体が近代から現代の小説にどの
ような影響を及ぼしたか考えようとしている。

○ ○ ○ 2○ ○

○

○ 6

【知識及び技能】
　押韻や対句など、唐詩に特徴的な表現技法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　起承転結に代表される唐詩の展開について、これらの特徴から読み取
ることができる。読み手のもつ背景や人物関係から詩のテーマを読み取
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　限られた文字数で心情を表現する方法について古文・漢文両方の観点
から調べ、著名な人物についての理解を深める。

1
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古文:軍記・随想 ○『平家物語』「木曽の最期」
・敬語（尊敬・謙譲・丁寧・補助動詞）
・武士社会における関係性
○『徒然草』「花は盛りに」
○『枕草子』「中納言参りたまひて」
・二方向への敬意　・二重敬語
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・明快古典文法（いいずな書店）
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　古文における敬語の用法について、その種類と敬意の対象について理解しようとして
いる。また、敬意の対象が複数になった場合にどのような用法となっているのかについ
て理解しようとしている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の関係性から、心理の違いを把握し、文章の読解につなげることができてい
る。武士が中心の社会と貴族中心の社会での考え方の違いを意識し、文章を読み解こう
としている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　平安末期から鎌倉・室町時代にかけての文章についての認識を深めようとしている。
また、当時の日本人の思想が文学に与えた影響についても理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 12

2

【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。特徴的な語句について文中の
意味を理解し、語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特徴的な表現について理解し、文章の読解につなげることがで
きる。特徴的な動作について登場人物の受け取り方が異なる理由を本文
から読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　小説における主人公像について、主人公はどのように描かれるものか
をこれまでの文章から考え、理解を深めることができる。

○ ○

○

漢文:唐詩 ○『春暁』『春望』『静夜思』『江雪』
『八月十五日夜禁中独直対月憶元九』
『黄鶴楼送孟浩然之広陵』
・唐詩の表現技法（押韻など）
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・漢文必携（桐原書店）
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識及び技能】
　古文における敬語の用法について敬語の種類と敬意の対象を中心に理
解する。また、特殊な用法についても理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　登場人物の関係性を把握し、文章の読解につなげることができる。武
士社会・貴族社会の違いから文章のテーマうを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　和漢混交文で書かれた他の文章について関心や認識を深める。軍記文
学について、底流する仏教思想への関心や認識を深める。

小説 ○『胡桃割り』永井龍男
・特徴的な表現を読み取る
・登場人物の心理の推移から主題を読み取る
▽教材
・補強プリント
・新訂国語総覧（大修館書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を利用して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で扱われている漢字について正しく読み書きできている。語句についてその意味
を理解し、語彙を豊かにしようとしている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の心理の推移を把握し、文章の主題を読み取ろうとしている。同一の動作に
ついて受け取り方が異なる理由を本文から読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　登場人物について、どのような人物が主人公として描かれるのか、これまで読んでき
た文章を参考にしながら考えようとしている。

○ ○

○

【知識・技能】
　押韻や対句などの唐詩における表現技法について理解しようとしている。絶句や律詩
など唐詩の形式について理解しようとしている。
【思考・判断・表現】
　絶句や律詩のテーマを読み取るために、詩の展開をそれぞれの句や聯から読み取ろう
としている。詩の作者がもつ背景や人物関係について把握し、詩に詠まれた心情を理解
しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　唐詩だけでなく、和歌や俳句などの表現方法があることについて理解を深め、またそ
れらの韻文がどのように扱われていたのか、理解を深めようとしている。

○ ○

領域

○

○

○

○

態

○ ○

○

○
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【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。特徴的な語句について文中の
意味を理解し、語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特徴的な表現について理解し、文章の読解につなげることがで
きる。特徴的な動作について登場人物の受け取り方が異なる理由を本文
から読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　小説における主人公像について、主人公はどのように描かれるものか
をこれまでの文章から考え、理解を深めることができる。

○ ○

○『胡桃割り』永井龍男
・特徴的な表現を読み取る
・登場人物の心理の推移から主題を読み取る
▽教材
・補強プリント
・新訂国語総覧（大修館書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を利用して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で扱われている漢字について正しく読み書きできている。語句についてその意味
を理解し、語彙を豊かにしようとしている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の心理の推移を把握し、文章の主題を読み取ろうとしている。同一の動作に
ついて受け取り方が異なる理由を本文から読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　登場人物について、どのような人物が主人公として描かれるのか、これまで読んでき
た文章を参考にしながら考えようとしている。

○ ○

３
学
期

古文:物語 日記 ○『竹取物語』「かぐや姫の生い立ち立ち」
○『竹取物語』「かぐや姫の嘆き」
・敬語　・助動詞 総復習・二重敬語の対象
○『更級日記』「あこがれ」
・助動詞
▽教材
・精選言語文化（明治書店）
・明快古典文法（いいずな書店）
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。

【知識・技能】
　助動詞について、接続・意味・活用を理解し、読解につなげることができている。特
徴的な語句や言葉遣いについてその意味を理解しようとしている。
【思考・判断・表現】
　登場人物の関係性についてその力関係を敬意の対象から読み解くことができている。
語りについて、当時の作者とそれを語る作者の存在を把握し、語り手が過去の自身に対
してどのような感情を抱いていたのか語りの違いから読み解こうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現代にも伝わる古典文学について、原本との違いを調べ、どのように受容されてきた
のか考えようとしている。

○

○ ○

○

○

漢文:思想 ○『論語』「学問」「政治」「人生」
・儒教の考え方　・限定　・感嘆
▽教材
・精選言語文化（明治書院）
・漢文必携（桐原書店）
・補強プリント
◇一人1台端末の活用
・データ配信を通して、自身の学習を振り返る。
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【知識及び技能】
　漢字を正しく読み、書くことができる。特徴的な語句について文中の
意味を理解し、語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特徴的な表現について理解し、文章の読解につなげることがで
きる。「鞄」について、「鞄」が何を指しているのか、文章の内容から
読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　文学に描かれたテーマの変遷について、近代の文学史から認識を深め
る。

定期考査
○ ○ 1○

小説 ○『鞄』安部公房
・特徴的な表現を読み取る
・「鞄」というテーマを読み取る
▽教材
・補強プリント
・新国語便覧（大修館書店）
◇一人1台端末の活用
・データ配信を利用して内容理解につなげる。

【知識・技能】
　文章で扱われている漢字について正しく読み書きできている。語句についてその意味
を理解し、語彙を豊かにしようとしている。
【思考・判断・表現】
　文章の表現に着目して、読解につなげることができている。「鞄」をめぐる登場人物
の行動や心理から、「鞄」が何を指しているのかを読み取ろうとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　近代以降の文学史について、それぞれの時代にどのようなテーマが描かれていたのか
を調べ、当時の時代背景を考えようとしている。

○ ○ ○

合計

105

○ ○

○

8

【知識及び技能】
　限定や感嘆など文中で扱った句法について理解する。孔子が理想とし
た国家について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　儒教の考え方について、本文から理解する。儒教の教えを活用する場
面の違いからそれぞれについて解釈することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　儒教の教えがどのように日本に取り入れられたのか、日本と儒教の関
係の認識を深める。

定期考査
○ ○ 1

16

○ ○

○

【知識・技能】
　限定や感嘆など、文中で扱った句法の語順やその意味を理解しようとしている。儒教
をはじめとした思想は当時の中国でどのように受容されたかを理解しようとしている。
【思考・判断・表現】
　儒教の「徳治主義」の考えを本文から読み取ろうとしている。また、「君子」につい
て、政治への取り組みや、学習への取り組みから理解しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本の漢学者について調べ、どのように日本に儒教の教えが受容されてきたか考えよ
うとしている。

○

【知識及び技能】
　これまでに扱ってきた助動詞について、接続・意味・活用を理解す
る。古文に特徴的な語句についてその意味を把握し、語彙を豊かにする
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　登場人物の関係性の変化を敬語表現から読み解くことができる。語り
から二重構造を把握し、語り手の過去に対する心情を読み取ることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　今でもよく知られている物語の、現在と異なる点について理解し、現
代に伝わる物語と原本の違いについて認識を深める。

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： 坂内大介

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

合計

70

8

【知識及び技能】
生活圏の調査方法について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生活圏の地理的な課題について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
生活圏の地理的な課題について主体的に追求している。

定期考査 学年末考査 ○ ○ 1

３
学
期

自然環境と防災 ・指導事項
　自然環境と防災
・教材
　『高等学校 新地理総合』p189-218
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図、ハザードマップの活用

【知識・技能】
自然環境と防災について理解し，さまざまな自然災害に対応した地理情報に
ついて，その情報を収集し，読み取り，まとめる地理的技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
地域性を踏まえた防災について，自然及び社会的条件との関わり，地域の共
通点や差異，持続可能な地域づくりなどに着目して，自然災害への備えや対
応などを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】

○

○ 6

【知識及び技能】
地球的課題と国際協力について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地球的課題と国際協力の現状や要因，解決の方向性につ
いて考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
地球的課題と国際協力の現状や要因，解決の方向性につ
いて主体的に追求している。

定期考査 期末考査 ○ ○ 1

○ ○ 9

【知識及び技能】
自然環境と防災について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自然災害への備えや対応について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自然災害への備えや対応について主体的に追求してい
る。

生活圏の調査と地域の展望 ・指導事項
　生活圏の調査と地域の展望
・教材
　『高等学校 新地理総合』p219-227
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
地理的な課題の解決に向けた取り組みや探究方法などについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
生活圏の地理的な課題について，生活圏内や生活圏外との結び付き，地域の
成り立ちや変容，持続可能な地域づくりなどに着目して，課題解決に求めら
れる取り組みなどを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活圏の調査と地域の展望について，よりよい社会の実現を視野にそこでみ

○

【知識及び技能】
世界の産業について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の産業が生活に与える影響について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の産業が生活に与える影響について主体的に追求し
ている。

地球的課題と国際協力 ・指導事項
　地球的課題と国際協力
・教材
　『高等学校 新地理総合』p145-188
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
世界各地でみられる地球的課題で共通する傾向性や課題相互の関連性などに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
世界各地でみられる地球的課題について，国際協力や持続可能な社会づくり
などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界各地でみられる地球的課題について，課題を主体的に追究，解決しよう
としている。

○ ○

1
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世界の産業と人々の生活 ・指導事項
　世界の産業と人々の生活
・教材
　『高等学校 新地理総合』p120-142
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
世界の産業によって人々の生活が変容することなどについて理解している。
【思考・判断・表現】
世界の産業と人々の生活について，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の産業と人々の生活について，課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○ ○ 5

中間考査 ○ ○

○ 5

【知識及び技能】
世界の言語・宗教について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の言語・宗教が生活に与える影響について考えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の言語・宗教が生活に与える影響について主体的に
追求している。
歴史的背景と人々の生活 ・指導事項

　歴史的背景と人々の生活
・教材
　『高等学校 新地理総合』p102-118
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
人々の生活文化が歴史的背景によって変容することなどについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
人々の歴史的背景について，多様性や変容の要因などを多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
人々の歴史的背景について，課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
世界の気候について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の気候が生活に与える影響について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の気候が生活に与える影響について主体的に追求し
ている。

世界の言語・宗教と人々の生活 ・指導事項
　世界の言語・宗教と人々の生活
・教材
　『高等学校 新地理総合』p86-100
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
人々の生活文化が世界の様々な言語や宗教によって変容することなどについ
て理解している。
【思考・判断・表現】
世界の言語や宗教と人々の生活について，多様性や変容の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の言語や宗教と人々の生活について，課題を主体的に追究，解決しよう
としている。

○ ○

1
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世界の気候と人々の生活 ・指導事項
　世界の気候と人々の生活
・教材
　『高等学校 新地理総合』p60-84
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
人々の生活文化が世界の様々な気候の多様性や，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解している。
【思考・判断・表現】
世界の気候と人々の生活について，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の気候と人々の生活について，課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○ ○ 5

定期考査 期末考査 ○ ○

【知識及び技能】
世界の人々の歴史的背景について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の人々の歴史的背景が生活に与える影響について考
えている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の人々の歴史的背景が生活に与える影響について主
体的に追求している。

定期考査

○ 5

【知識及び技能】
グローバル化について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
グローバル化が生活に与える影響について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化が生活に与える影響について主体的に追求
している。

世界の地形と人々の生活 ・指導事項
　世界の地形と人々の生活
・教材
　『高等学校 新地理総合』p46-57
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
人々の生活文化が世界の様々な地形の多様性や，地理的環境の変化によって
変容することなどについて理解している。
【思考・判断・表現】
世界の地形と人々の生活について，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の地形と人々の生活について，課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○ ○ 7

2

【知識及び技能】
地図の役割と種類について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地図の役割と種類が生活に与える影響について考えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地図の役割と種類が生活に与える影響について主体的に
追求している。

期

末

考

査

ま

で

グローバル化する世界 ・指導事項
　グローバル化する世界
・教材
　『高等学校 新地理総合』p32-41
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
国内や国家間の結び付きについて理解している。
【思考・判断・表現】
国内や国家間の結び付きを多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国内や国家間の結び付きについて，課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○

【知識及び技能】
世界の地形について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界の地形が生活に与える影響について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の地形が生活に与える影響について主体的に追求し
ている。

5

【知識及び技能】
現代世界の国家と領域について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
現代世界の国家と領域が生活に与える影響について考え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
現代世界の国家と領域が生活に与える影響について主体
的に追求している。

定期考査 中間考査 ○ ○ 1

現代世界の国家と領域 ・指導事項
　現代世界の国家と領域
・教材
　『高等学校 新地理総合』p28-31
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
国家の領域や国境，日本の位置と領域について理解している。
【思考・判断・表現】
国家の領域や国境，世界的視野から見た日本の位置などを多面的・多角的に
考察し，表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
国家の領域や国境，日本の位置と領域について，課題を主体的に追究，解決
しようとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

中

間

考

査

ま

で

地球上の位置と時差 ・指導事項
　地球上の位置と時差
・教材
　『高等学校 新地理総合』p6-8
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違い，時差のしくみ，時差が生活に与
える影響について理解している。
【思考・判断・表現】
緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違い，時差のしくみ，時差が生活に与
える影響について，多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
時差が生活に与える影響について，課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
地球上の位置と時差について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地球上の位置と時差が生活に与える影響について考えて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
地球上の位置と時差が生活に与える影響について主体的
に追求している。
地図の役割と種類 ・指導事項

　地図の役割と種類
・教材
　『高等学校 新地理総合』p10-21
・一人１台端末の活用
　Google Earthや地理院地図の活用

【知識・技能】
地図や地理情報システムなどを用いて，その情報を収集し，読み取り，まと
める基礎的・基本的な技能を身に付ける。
【思考・判断・表現】
地図や地理情報システムについて，位置や範囲，縮尺などに着目して，目的
や用途，内容，適切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察し，表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報システムについて，よりよい社会の実現を視野にそこでみら

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課
題への取組などを理解しているとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，
調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間
と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念
などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想
したり，考察，構想したことを効果的に説明したり，議論したりしている。

地理に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よ
りよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。

2

『高等学校 新地理総合』（2022年、帝国書院）、『標準高等地図』（2022年、帝国書院）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史に関して理解するとともに,調査や諸資料から情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。
地理や歴史に関わる事象の意義,特色,相互の関連を,多面的・多角的に考察する力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論した
りする力を養う。

地理歴史 地理総合

地理や歴史に関わる諸事象について,よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。


地理総合



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ　組：女屋　隆充　）（Ｂ組：女屋　隆充　）（Ｃ組：女屋　隆充　）（Ｄ組：女屋　隆充　）（Ｅ組：女屋　隆充　）（Ｆ組：女屋　隆充　）（　組：　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

合計

70

9

【知識及び技能】
　国際経済の基本的なしくみについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　グローバル経済下の日本経済のあり方を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　SDGsとつなげ、国際経済の課題を主体的に学ぶ。

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

A 単元　金融、財政、社会保障 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　金融、財政、社会保障の働きと課題を整理し、理解できる。
【思考・判断・表現】
　「幸福、正義、公正」を実現する市場経済について考え表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　持続可能な金融、財政、社会保障について調べ、検討できる。

○

○ 6

【知識及び技能】
　市場機構と市場の失敗について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現実の取引と市場機構をつなげて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　経済発展と環境保全等の課題を主体的に学ぶ。

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 8

【知識及び技能】
　金融、財政、社会保障の基本事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　3つの事項における課題を整理し、政策判断でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　景気変動と金融、財政、社会保障の関係を学ぶ。

A 単元　経済のグローバル化 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　比較生産費説、国際収支表、自由貿易の意義等について理解できる。
【思考・判断・表現】
　貧困や環境保全等を含めた国際経済と日本について考え、表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日本が今後の国際経済において重視すべき方向性を探究できる。

○

【知識及び技能】
　戦後日本経済の歩みについて、概要を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「持続可能な日本経済」について考え、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日本社会の構造と経済的変化について学ぶ。

A 単元　市場経済の機能と限界 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　市場経済のしくみと限界について、基本事項を理解できる。
【思考・判断・表現】
　「幸福、正義、公正」を実現する市場経済について考え表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　多国籍企業の動向などを調べ、経済的な課題を多角的に学ぶ。

○ ○

1

期
末
考
査
ま
で

A 単元　社会の変化と職業観 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　戦後日本経済の変化と各々の時期の課題について整理し理解できる。
【思考・判断・表現】
　技術革新や少子高齢化等を踏まえて、日本経済の未来像を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　戦後社会の変化等の歴史的経緯や地理的要因を主体的に学ぶ。

○ ○ ○ 5

○ ○

○ 5

【知識及び技能】
　国際社会と日本の安全保障の基本事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際社会における日本の役割について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　時事問題を学び、平和や人権尊重等を探究する。

A 単元　雇用と労働問題 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　経済主体、企業、労働について基本事項を理解できる。
【思考・判断・表現】
　分業と交換、資源の希少性等をもとに生産、分配のあり方を検討す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　経済成長とワークライフバランスの両立等について主体的に学習す
る。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
　国際法と国際社会の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　国際社会を「幸福、正義、公正」から考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　SDGｓについて現状と課題を主体的に学習できる。

A 単元　国際社会の変化と日本の役割 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本国憲法の平和主義と安全保障の世界的な課題について理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　「幸福、正義、公正」から国際紛争等について思考し表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国際社会における課題を具体的に探究し、解決策等を考える。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　国際社会と国家主権 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　国際法と国際連合についての基本事項を理解できる。
【思考・判断・表現】
　国際社会の歩みを学び、持続可能な国際社会について考察、表現す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　世界平和や国際的な人権保障等について探究する。

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
　統計資料等を活用し、労働問題の課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　資本主義社会における富の格差等の課題を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　持続可能な経済のしくみについて考える。

定期考査

○ 3

【知識及び技能】
　法規範の意義と役割について、理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　法と基本的人権について、多面的に考え表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　立憲主義や人権にかかわる基礎的理論を探究する。

A 単元　司法参加と政治参加 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本における司法、政治制度を理解できる。
【思考・判断・表現】
　日本の統治機構を「幸福、正義、公正」に照らし課題を考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　判例や政策比較等を学習し、主権者になる自覚を持つことができる。

○ ○ ○ 8

3

【知識及び技能】
　倫理的事項について、思想の特徴を理解する、
【思考力、判断力、表現力等】
　哲学者の問題意識を学び、現代とつなげて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　社会的事象と結びつけ、よりよく生きる力を養う。

期
末
考
査
ま
で

A 単元　法や規範の意義と役割 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　日本国憲法における基本的人権と社会的意義について理解できる。
【思考・判断・表現】
　契約時の消費者保護等を「公正、正義」の観点から思考、表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　判例や社会における法的課題を主体的に探究学習できる。

○ ○

【知識及び技能】
　権力分立の意義と基本事項を正しく理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　三権の役割について考察し、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　各国の政治制度の比較などを主体的に学ぶ。

5

【知識及び技能】
　民主政治の基本原理について、理論的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代社会の課題と関連させながら考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　持続可能な社会の形成に向け、主体的に学習する。

定期考査 ○ ○ 1

A 単元　公共的な空間における基本的原理 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　人間の尊厳と平等、法の支配等の基本原理の内容と意義を理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　多数決の課題や個人の尊重と人権保障等について多角的に考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　社会契約説を含む歴史的経緯等について主体的に学習できる。

○ ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　公共的な空間と人間とのかかわり ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　青年期、キャリア形成についての学習事項を理解し、活用できる。
【思考・判断・表現】
　青年期についての課題を、議論したり、文章にまとめたりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主艇的に学習し、自律的に生活する大切さを自覚できる。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
　青年期、キャリア形成の基本的事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　青年期の特徴を自身のあり方とつなげて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　成人、主権者に必要な学び続ける力を涵養する。

A 単元　人間としてのあり方生き方 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　功利主義、自由と自律、現代的正義論について基本事項を理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　社会的事象における解決課題を倫理面から考察し、議論できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　他の哲学者について自ら調べ、探究する等に取り組むことができる。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

中学校までの学習内容をもとに、2年後に成人、主権者になることを踏まえ
て社会に主体的に参画するために必要な概念や理論、公共的な空間におけ
る基本的原理の修得を目指す。法、政治、経済、国際社会の基本的なしく
みを理解し、課題解決に向かう力を育む。

持続可能な社会づくりに主体的に参画する態度、意識を醸成する。政
治、経済、国際社会における今日的な課題や人間の生き方在り方につい
て多面的に考察し、議論やレポート作成等を通して、社会的な合意形成
を行う力を高める。

社会的事象に向き合い、自ら「問い」や「課題」を設定す
る力を育む。探究学習等を通して情報活用能力や他者と協
働する力を高め、社会の諸課題に関心を持ち学び続ける態
度、意識を涵養する。

2

高等学校　公共　第一学習社

公民

【 知　識　及　び　技　能 】 現代の諸課題についての基礎的な概念や理論を理解し、資料活用能力を高めることで社会とのつながりを意識した「生きる力」を高める。

「幸福、正義、公正」の観点から合意形成を行う基礎的な力を養い、持続可能な社会づくりに主体的に関わる態度や自覚を涵養する。

公民 公共

「スマスク端末」を活用し、自らの問題意識を探究することで社会的事象等を多角的、多面的に考え、学び続ける力を育む。

公共



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：尾花）（B組：黒﨑）（C組：尾花）（D組：小山）（E組：小山）（E組：黒﨑）（F組：小山）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切
に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や
計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的
確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する
力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変
量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解
決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

3

数学Ⅰ(数研出版) 

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

第1章 数と式 ・指導事項
第1節　式の計算
1．多項式
2．多項式の加法と減法および乗法
3．因数分解
発展　3次式の展開と因数分解
第2節　実数
4．実数
5．根号を含む式の計算
発展　対称式と基本対称式
発展　2重根号
第3節　1次不等式
6．1次不等式
7．1次不等式の利用
研究　絶対値と場合分け
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するとともに，簡単な無理数の計算
をすることができる。
・二次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用いて計算をすることがで
きる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について理解するとともに，一次不
等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多
面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすることができる。
・一次方程式を解く方法や不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を
考察すること
ができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決
に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれ
らを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

19

【知識及び技能】
　数と式についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数と式を用いて事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
数と式を活用して事象を論理的に考察する力，事象の
本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

第2章　集合と命題 ・指導事項
1．集合
2．命題と条件
3．命題と証明
発展　命題「すべてのxについてp」「あるxについて
p」
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
・集合の考えを用いて命題を論理的に考察し，簡単な命題の証明をする
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を集合と命題の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
集合と命題についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，集合と命題を用いて事象を
数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
集合と命題を活用して事象を論理的に考察する力，事
象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的
に考察する力，表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

期
末
考
査
ま
で

第3章　2次関数 ・指導事項
第1節　2次関数とグラフ
1．関数とグラフ
2．2次関数のグラフ
研究　グラフの移動
3．2次関数の最大と最小
研究　定義域の両端が動く場合の最大
4．2次関数の決定
第2節　2次方程式と2次不等式
5．2次方程式
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・二次関数の最大値や最小値を求めることができる。
・二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解している。
・二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関
数のグラフを用いて二次不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・二次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフをかくなどして多面的に考察することができる。
・二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を二次関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

○ 19

【知識及び技能】
2次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，2次関数を用いて事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数を活用して事象を論理的に考察する力，事象
の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力，表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に
表現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

（同上）

第4章　図形と計量 ・指導事項
第1節　三角比
1．三角比
2．三角比の相互関係
3．三角比の拡張
第2節　三角形への応用
4．正弦定理
5．余弦定理
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理解している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解して
いる。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解している。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形の辺の長さや角の大きさなど
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現し，定理や公式として
導くことができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的
な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

第3章　2次関数（つづき） ・指導事項
6．グラフと2次方程式
発展　放物線と直線の共有点
7．グラフと2次不等式
研究　絶対値を含む関数のグラフ
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○ ○ 17

定期考査 ○ ○

定期考査

○ 16

【知識及び技能】
三角比についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに、三角比を用いて事象を数学化し
たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
三角比を活用して事象を論理的に考察する力、事象の
本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、三角比の表現を用いて事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
三角比について、数学のよさを認識し積極的に数学を
活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

（同上）

1

期
末
考
査
ま
で

第4章　図形と計量（つづき） ・指導事項
第2節　三角形への応用（つづき）
6．正弦定理と余弦定理の応用
発展　三角形の形状
7．三角形の面積
発展　ヘロンの公式
8．空間図形への応用
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○ ○ 8

○ ○



２
学
期 （同上）

第5章　データの分析 ・指導事項
1.データの整理
2.データの代表値
3.データの散らばりと四分位範囲
4.分散と標準偏差
研究　変量の変換
5.２つの変量の間の関係
研究　最小２乗法
6.仮説検定の考え方
発展　仮説検定と反復試行の確率
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解して
いる。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフ
に整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりするこ
とができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方を理解している。
【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察することができ
る。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，データの傾向を把握して事象の特徴を
表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実験
などを通して判断したり，批判的に考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

期
末
考
査
ま
で

・指導事項
第2節　三角形への応用（つづき）
6．正弦定理と余弦定理の応用
発展　三角形の形状
7．三角形の面積
発展　ヘロンの公式
8．空間図形への応用
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○ ○ 8

３
学
期

(2学期で終了)

○ 13

【知識及び技能】
データの分析についての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに、データの分析を用いて事
象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データの分析を活用して事象を論理的に考察する力、
事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、データの分析の表現を用いて事象を
簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
データの分析について、数学のよさを認識し積極的に
数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程
を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付け
る。

定期考査 ○ ○ 1

合計

104

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：尾花）（B組：黒﨑）（C組：尾花）（D組：小山）（E組：小山）（E組：黒﨑）（F組：小山）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅱ

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・
積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについ
て論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に
着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の
性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表
現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，
事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・
改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

1

数学Ⅱ(数研出版) 

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

- - -

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

-

２
学
期

中
間
考
査

ま
で

- -

-

３
学
期

第1章　式と証明　第2章　複素数と方程式 ・指導事項
第1章
第1節　式と計算
1．3次式の展開と因数分解
2．二項定理
研究　(a+b+c)nの展開式
3．多項式の割り算
4．分数式とその計算
5．恒等式
研究　2つの文字についての恒等式
第2節　等式と不等式の証明
6．等式の証明
7．不等式の証明
第2章
1.複素数
2.2次方程式の解と判別式
3.解と係数の関係
4.剰余の定理と因数定理
5.高次方程式
・教材
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算をすること
ができる。
・二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解してい
る。
・因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを
用いてその解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察
することができる。
・実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が
成り立つことを論理的に考察し，証明することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，方程式を問題解決に活
用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 22

【知識及び技能】
式と証明の考えについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立
つことなどについて論理的に考察する力，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って
統合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

第3章　図形と方程式 ・指導事項
第1節　点と直線
1．直線上の点
2．平面上の点
3．直線の方程式
4．2直線の関係
（以降は2年生へ続く）
・教材
教科書（数学Ⅱ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅱ＋B(数研出版)，サクシード 数学Ⅱ＋B(数
研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や二点
間の距離を表すことができる。
・座標平面上の直線を方程式で表すことができる。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式
を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

合計

35

12

【知識及び技能】
図形と方程式の考えについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目
し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し
たり，図形の性質を論理的に考察したりす
る力，図形と方程式の考え方を用いて事象を的確に表
現してその特徴を数学的に考察する力，事象を数学的
に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統
合的・発展的に考察したりする力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ組：信澤）（Ｂ組：松室）（Ｃ組：小山）（Ｄ組：松室）（Ｅ組：信澤）（Ｅ組：小山）（Ｆ組：松室）

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

第3章　数学と人間の活動（整数の内容） ・指導事項
1．約数と倍数
2．素数と素因数分解
3．最大公約数，最小公倍数
4．整数の割り算
5．ユークリッドの互除法
6．1次不定方程式
発展　補足．合同式
補足．互除法の原理の証明
補足．2次の不定方程式
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・人間の活動における数学のよさを認識し，様々な場面で数学を活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
【思考・判断・表現】
・数量に関する概念などを，関心に基づいて発展させ考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間の活動における数学のよさを認識し，様々な場面で数学を活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 17

【知識及び技能】
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を
数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の
構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

（同上）

1

期
末
考
査
ま
で

第2章　図形の性質 ・指導事項
第1節　平面図形（つづき）
4．円に内接する四角形
5．円と直線
6．方べきの定理
7．2つの円の位置関係
8．作図
研究　正五角形の作図
研究　図形描画ソフトを活用して
　　　作図の方針を立てる
第2節　空間図形
9．直線と平面
10．多面体
研究　正多面体の種類
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○ ○ 12

○ ○

○ 6

【知識及び技能】
図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を
見いだし，論理的に考察する力やを養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善
しようとする態度を身に付ける。

（同上）

第2章　図形の性質 ・指導事項
第1節　平面図形
1．三角形の辺の比
2．三角形の外心，内心，重心
研究　三角形の垂心
3．チェバの定理，メネラウスの定理
研究　チェバの定理の逆，
　　　メネラウスの定理の逆
研究　三角形の辺と角
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・三角形に関する基本的な性質について理解している。
・円に関する基本的な性質について理解している。
・空間図形に関する基本的な性質について理解している。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に着目し，図形の
新たな性質を見いだし，その性質について論理的に考察したり説明した
りすることができる。
・コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどして，図形の性
質や作図について統合的・発展的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形の性質の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
よ
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

第1章　場合の数と確率（つづき ・指導事項
第1節　場合の数
9．反復試行の確率
10．条件付き確率
研究　原因の確率
11．期待値
・教材
教科書（数学Ⅰ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○

定期考査

○ 11

（同上）

期
末
考
査
ま
で

第1章　場合の数と確率（つづき ・指導事項
第1節　場合の数
5．組合せ
研究　重複を許して取る組合せ
第2節　確率
6．事象と確率
7．確率の基本性質
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

（同上）

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

第1章　場合の数と確率 ・指導事項
第1節　場合の数
1．集合の要素の個数
研究　3つの集合の和集合の要素の個数
2．場合の数
3．順列
4．円順列・重複順列
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの
数え上げの原則について理解している。
・具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組
合せの総数を求めることができる。
・確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて事
象の確率や期待値を求めることができる。
・独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確率を求めることができ
る。
・条件付き確率の意味を理解し，簡単な場合について条件付き確率を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
・事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察する
ことができる。
・確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ
とができる。
・確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断したり，期待値
を意思決定に活用したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれ
らを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

11

【知識及び技能】
場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解し，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的
に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象
の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，
事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

2

数学A(数研出版) 

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 数学Ａ

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ



合計

70

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

・指導事項
1．約数と倍数
2．素数と素因数分解
3．最大公約数，最小公倍数
4．整数の割り算
5．ユークリッドの互除法
6．1次不定方程式
発展　補足．合同式
補足．互除法の原理の証明
補足．2次の不定方程式
・教材
教科書（数学Ａ(数研出版)）， チャート式 基礎から
の 数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)，サクシード 数学Ⅰ＋Ａ
(数研出版)
・一人１台端末の活用等
授業・授業外において、一人1台端末の利点を最大限
に生かし、学習の効果や効率を高める。

【知識・技能】
・人間の活動における数学のよさを認識し，様々な場面で数学を活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
【思考・判断・表現】
・数量に関する概念などを，関心に基づいて発展させ考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間の活動における数学のよさを認識し，様々な場面で数学を活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

○ ○ ○ 17

【知識及び技能】
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を
数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の
構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （　A～F組：　三島　慶睦　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科（化学） 化学基礎

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について
理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

2

東京書籍　「化学基礎」（化基701）

理科（化学）

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技術を身につけようとする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

態
配当
時数

１

学
期

中
間
考
査
ま
で

1編　化学と人間生活   1章　化学とは何か ・身のまわりの物や製品が物質でできていることに気
づく。(教科書内の写真を活用)
・身のまわりの製品には，その物質がうまく利用され
ていることに気づく。(一人１台端末の活用)
・それぞれの物質には性質があり，私たちはそれを利
用して生活していることを理解する。

【知識・技能】化学の特徴について理解しているとともに，科学的に探
究するために基本的な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】化学の特徴について，科学的に探究している。

【主体的に学習に取り組む態度】化学の特徴に関する事物・現象につい
て主体的に関り，振り返るなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

【知識及び技能】化学と物質について化学の特徴を理
解するとともに，観察・実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】　化学と物質につい
て，科学的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学の特徴に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を養う。

１編　化学と人間生活 ２章　物質の成分と構成元素 ・2種類の物質を区別する方法を考え，実際に分離す
る。(一人１台端末の活用・家庭での実験)
・混合物から成分となる物質を分離する方法があり，
それは物質の性質によるものであることを理解する。
・元素を確認する方法に，炎色反応や沈殿の生成があ
ることを理解する。(一人１台端末の活用)
・物質が自然に広がっていく現象を拡散ということ，
また，その現象は熱運動によることを理解する。

【知識・技能】化学と物質について，物質の分離・精製，単体と化合
物，熱運動と物質の三態について理解しているとともに，科学的に探究
するために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】　本章に関する事物・現象について，科学的に探
究している。
【主体的に学習に取り組む態度】本章に関する事物・現象について主体
的に関わり，振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】本章で取り扱う事象について理解する
とともに，それらの観察・実験などに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】問題を見いだし見通しを
もって科学的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う事象につ
いて主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を
養う。

期
末
考
査
ま
で

２編　物質の構成　２章　化学結合 ・電子配置からイオンの生成を理解する。
・イオンからなる物質の組成式およびイオン結晶の性質を理解
する。
・分子の特徴を知る。(一人１台端末の活用)
・共有結合の形成，構造式について理解する。
・金属は，金属元素の原子が規則正しく配列してできた結晶で
あることを知る。
・周期表の分類と結合の種類との間に，どのような関係性が見
られるか考える。(一人１台端末の活用)

【知識・技能】物質と化学結合についての実験などを通して，イオンと
イオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合の基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】各結合について，違い等を見いだし見通しをもっ
て実験などを行い，科学的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】各結合に関する事物・現象について主
体的に関わり，科学的に探究しようとしている。

○ ○

5

【知識及び技能】本章で取り扱う内容を理解するとと
もに，それらに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】本章で取り扱う内容を
探究し，わかることを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】本章で取り扱う内容に
関する事物・現象に主体的に関り，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

定期考査 中間考査までの範囲における【知識・技能】及び
【思考力・判断力・表現力】の修得確認

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】を問う問題の出題と
その正解率

○ ○ 1

２編　物質の構成　１章　原子の構成と元素の周期表 ・物質を構成する粒子が原子であることに気づく。
・陽子，中性子，電子の性質を理解する。
・同じ原子であっても質量数の異なるものがあることに気づ
く。(一人１台端末の活用)
・電子配置で電子殻への電子の収まり方を知る。
・電子配置は原子番号の順に規則正しく変化することを理解す
る。(教科書内の写真を活用)
・元素の周期律について確認する。元素の性質の規則性につい
て考察する。(一人１台端末の活用)

【知識・技能】物質の構成粒子について，原子の構造，電子配置と周期表の基本的な
概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために基本的な技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】原子の構造，電子配置と周期表について，問題を見いだし見通
しをもって科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】原子の構造，電子配置と周期表に関する事物・現象
について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

○ 10

【知識及び技能】物質と化学結合について，各結合の
ことを理解するとともに，それらに関する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質と化学結合につい
て，各結合について違いを見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】この章で学ぶ事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度
を養う。

【知識及び技能】物質量，化学反応式のことを理解する
とともに，観察・実験に関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質量等について，観
察・実験などを通して，物質量，化学反応式を見出して
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質量，化学反応式に主
体的に関わり科学的に探究する態度を養う。

３編　物質の変化 ２章　酸と塩基（前半） ・酸と塩基の性質について理解する。
・アレーニウスの酸・塩基の定義を理解する。
・ブレンステッド・ローリーの酸・塩基の定義を理解す
る。
・酸と塩基の価数を理解し，電離度を比較して酸と塩基
の強弱の違いを考察する。

【知識・技能】酸・塩基と中和の基本的な概念や原理・原則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】酸・塩基と中和について，問題を見いだし見通しを
もって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】酸・塩基と中和について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

３編　物質の変化　１章　物質量と化学反応式 ・原子の質量を，相対質量をつかって表す方法について
理解する。
・物質量とその単位のmolの関係，さらに原子量・分子
量・式量との関係やモル質量との関係がわかり，それら
の単位変換を理解する。(一人１台端末の活用)
・モル濃度による溶液の濃度の表し方を理解する。
・化学反応式やイオン反応式の書き方やそれが表してい
る内容を理解する。(実験)
・化学反応式の係数が表している量的関係を考える。

【知識・技能】物質量，化学反応式の基本的な概念や原理・原則などを理解
しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】物質量，化学反応式について，科学的に考察し表現し
ているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】物質量，化学反応式について主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 13

定期考査 期末考査までの範囲における【知識・技能】及び
【思考力・判断力・表現力】の修得確認

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】を問う問題の出題と
その正解率

○ ○

定期考査

○ 3

【知識及び技能】酸・塩基と中和のことを理解するとと
もに，観察・実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】観察・実験などを通して
探究し，酸・塩基と中和を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】酸・塩基と中和に関する
事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を養う。

【知識及び技能】酸・塩基と中和のことを理解すると
ともに，観察・実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】観察・実験などを通し
て探究し，酸・塩基と中和を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】酸・塩基と中和に関す
る事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養う。

1

期
末
考
査
ま
で

３編　物質の変化 ２章　酸と塩基（後半） ・水溶液の酸性・塩基性は，水素イオン濃度の大小で表
せることを知る。
・水溶液の水素イオン濃度とpHの標記の関係性を理解す
る。(一人１台端末の活用)
・中和の条件は，酸から生じる水素イオンの物質量と塩
基から生じる水酸化物イオンの物質量が等しくなること
だと理解する。
・中和滴定に用いる器具の使い方がわかり，中和滴定の
実験操作を理解する。（実験）

【知識・技能】酸・塩基と中和の基本的な概念や原理・原則などを理解
しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】酸・塩基と中和について，問題を見いだし見通し
をもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸・塩基と中和について主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○ 10

中間考査までの範囲における【知識・技能】及び
【思考力・判断力・表現力】の修得確認

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】を問う問題の出題と
その正解率

○ ○

３
学
期

３編　物質の変化　３章　酸化還元反応 ・酸化と還元は常に同時に起こることを知る。
・酸化と還元が電子の授受によって統一的に説明できる
ことを理解する。
・酸化還元反応の化学反応式の作ることができ，この反
応の量的関係を理解する。
・実験観察を通して金属の陽イオンへのなりやすさを比
較し，金属の反応性に違いがあることを知る。
・実験観察を通して，金属のイオン化傾向と電流の流れ
る向きを比較し関係性を考える。

【知識・技能】化学反応についての実験などを通して，酸化と還元の基
本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】酸化と還元について，問題を見いだし見通しを
もって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探
究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸化と還元について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい

○

定期考査 期末考査までの範囲における【知識・技能】及び
【思考力・判断力・表現力】の修得確認

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】を問う問題の出題と
その正解率

○ ○ 1

○ ○ 14

【知識及び技能】酸化と還元のことを理解するととも
に，実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】観察・実験などを通し
て探究し，酸化と還元を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】酸化と還元に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を養う。

３編　物質の変化　終章　化学が拓く世界 ・化学基礎で学んできたことが日常生活や社会生活を
支えている科学技術と結びついていることを理解す
る。

【知識・技能】科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】化学が拓く世界について，問題を見いだし見通し
をもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学が拓く世界について主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○

合計

70

3

【知識及び技能】化学が拓く世界のことを理解すると
ともに，実験などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】見通しをもって実験を
行い，人間生活と関連付けて，考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学が拓く世界に関す
る事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養う。

定期考査 学年末考査までの範囲における【知識・技能】及び
【思考力・判断力・表現力】の修得確認

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】を問う問題の出題と
その正解率

○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： 駒井　敏秀

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

合計

70

8

【知識及び技能】
宇宙の誕生
【思考力、判断力、表現力等】
銀河系　宇宙の大規模構造　宇宙の誕生
【学びに向かう力、人間性等】
宇宙の誕生に興味を持つ

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

太陽系と宇宙 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
太陽系の天体についての理解
【思考・判断・表現】
・惑星の内部構造の違いを惑星の形成過程をふまえて説明できる。
・太陽系の惑星の比較から，地球に生命が存在できる理由について説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・太陽の進化の過程に興味をもち，積極的に学習に取り組める。

○

○ 3

【知識及び技能】
大気の大循環　海水の運動　日本の天気と気象災害
【思考力、判断力、表現力等】
大気の大循環の仕組み
【学びに向かう力、人間性等】
大気の大循環の仕組みに興味を持つ

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 9

【知識及び技能】
太陽系と太陽
【思考力、判断力、表現力等】
太陽系の天体　太陽　太陽系の誕生と現在の地球
【学びに向かう力、人間性等】
太陽系の天体に興味を持つ

宇宙の誕生 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
恒星や銀河の特徴、銀河系の構造、宇宙の進化の過程を理解する。
【思考・判断・表現】
・銀河系の構造について，天の川の見え方から説明できる。
・ビッグバンによる宇宙の誕生から，太陽や地球の誕生までの過程を説
明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・宇宙の誕生に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○

【知識及び技能】
大気の構造　地球全体の熱収支
【思考力、判断力、表現力等】
大気の層構造と各層の特徴
地球のエネルギー収支　温室効果
【学びに向かう力、人間性等】
地球が受ける太陽放射や地球の熱収支

大気と海水の運動 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・熱収支には緯度による不均衡があり，大気や海洋が低緯度から高緯度
へ熱を輸送していることを理解する。
【思考・判断・表現】
・大気の大循環が生じるしくみと，それがもたらす効果について説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・大気の大循環に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

1

期
末
考
査
ま
で

地球の熱収支 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・大気の組成と気圧、大気の層構造、雲ができる仕組みを理解する。
・地球全体のエネルギー収支がつりあっていることを理解する。
【思考・判断・表現】
大気の層構造の各層の特徴、雲ができる仕組みを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・中間圏より上の大気の組成にも興味をもち，自ら調べ学習に取り組め
る。

○ ○ ○ 5

○ ○

○ 8

【知識及び技能】
化石と地質時代の区分　古生物の変遷
【思考力、判断力、表現力等】
地質時代の区分の仕方
【学びに向かう力、人間性等】
生物の活動によって形成された環境

日本の自然環境 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・人間活動が原因とされる地球温暖化，オゾン層破壊，砂漠化，酸性雨
の起こるしくみと，その影響や対策について理解する。
【思考・判断・表現】
・人間活動によって起こる環境変化のしくみと，その影響について説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の自然環境に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
堆積作用と堆積岩　地層の形成
【思考力、判断力、表現力等】
地形や堆積岩の形成過程
【学びに向かう力、人間性等】
堆積作用と堆積岩の関係

古生物の変遷と地球環境 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・化石を用いて地層の年代や地層が堆積した環境を推定できることを理
解する。
【思考・判断・表現】
・生物の進化と古生物の変遷について説明できる。
・古生物の変遷と地球環境の変化との関係について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・古生物の変遷に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

地層の形成 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・堆積岩の形成過程と種類について理解する。
・堆積構造から地層の層序や堆積環境を推定できることを理解する。
【思考・判断・表現】
・地層中の堆積構造から読み取ることができる情報を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・形成後に変形した地層について，地層が変形する前の様子や変形の過
程に興味をもち，積極的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
気候の自然変動　人間活動による環境変化
【思考力、判断力、表現力等】
地形や水資源に関する日本の特徴
【学びに向かう力、人間性等】
日本で発生する自然災害

定期考査

○ 5

【知識及び技能】
地震　地震の分布　地震災害
【思考力、判断力、表現力等】
震源の決定　プレート境界と地震　液状化現象
【学びに向かう力、人間性等】
日本で起こる地震の発生の仕組みや種類

火山 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・火山噴火のしくみや火山噴出物について理解する。
・火山岩と深成岩の構造や成因の違いについて理解する。
【思考・判断・表現】
・火成岩を構成する鉱物と，火成岩の分類について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・火山がもたらす恵みと災害に関心をもち，主体的に学習に取り組め
る。

○ ○ ○ 6

4

【知識及び技能】
地球と形と大きさ　地球の構造
【思考力、判断力、表現力等】
地球内部の層構造の調べ方
【学びに向かう力、人間性等】
地球内部の層構造やその要因・発見の過程

期
末
考
査
ま
で

地震 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
地震発生の仕組み。進度とマグニチュード、地震波の伝わり方
【思考・判断・表現】
・地震波の性質や，震源決定の方法について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本で起こる地震の種類や発生のしくみに興味をもち，積極的に学習に
取り組める。

○ ○

【知識及び技能】
火山活動　火成岩　火山がもたらす恵みと災害
【思考力、判断力、表現力等】
火山噴火の仕組み　鉱物と火成岩の分類
【学びに向かう力、人間性等】
火山噴火の仕組みや、マグマの性質と噴火の仕方の関
連

5

【知識及び技能】
プレートテクトニクスと地殻変動　プレート運動
【思考力、判断力、表現力等】
プレート運動と境界の関係
過去と現在のプレートの運動
【学びに向かう力、人間性等】
地球表層の地学現象とプレート運動

定期考査 ○ ○ 1

プレートの運動 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・プレート境界では大地形や地質構造が形成されることを理解する。
【思考・判断・表現】
・ホットスポットにより形成される火山・海山列とプレートの運動の関
係を説明できる。
・プレート運動の原動力について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プレート運動のしかたに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

地球の形と大きさ ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
エラトステネスが地球の大きさを測定した方法を理解する。
【思考・判断・表現】
・エラトステネスが地球の大きさを測定した方法について説明できる。
・地球が赤道方向に膨らんだ回転だ円体である根拠を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地球の形や大きさが測定されてきた歴史に興味をもち，積極的に学習に取
り組める。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2

【知識及び技能】
エラトステネスの方法及び地球楕円体の理解
【思考力、判断力、表現力等】
エラトステネスの方法
地球が回転楕円体であることの根拠
【学びに向かう力、人間性等】
地球の形や大きさが測定されてきた歴史

地球の構造 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・地球内部の層構造を知り，状態や構成物質の違いを理解する。
【思考・判断・表現】
・地球内部の層構造を，構成物質と変形のしやすさのそれぞれの観点か
ら説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地球内部の構造やその要因・発見の過程に興味をもち，積極的に学習
に取り組める。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地球やその周りの環境についての知識の習得や科学的知識の概念的な理
解、実験や観察の操作の基本的な技術の習得を目指す。

習得した「知識・技能」を活用して、地球やその周りの環境についての
課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけることを目指
す。

知識･技能および思考力･表現力･判断力の力をを身につけ
る過程において、粘り強く学習に取り組み、自ら学習を調
整しようとすることができることを目指す。

2

高等学校　地学基礎　　　数研出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 科学的知識の習得や概念的な理解、実験や観察の操作の基本的な技術の習得を目指す。

習得した「知識・技能」を活用して、科学的課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけることを目指す。

理科 地学基礎

上記の力をを身につける過程において、粘り強く学習に取り組み、自ら学習を調整しようとすることができることを目指す。

地学基礎



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年）  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｇ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｂ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｃ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｄ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｅ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｆ組：柳屋・渡辺・成田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

運動における競争や協働の経験を通して、校正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全をかくほして、生涯にわたって継続し
て運動に親しむ態度を養う。

2

態
配当
時数

体つくり運動 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解したか。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられるようになった
か。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるようになったか。

○ ○ ○

オリエンテーション 体育の授業の進め方 プリント提出 ○ ○ 1

【知識及び技能】

保健体育 体育（男子）

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育（男子）

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を
身につけるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるよう
にする。

体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

6

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分
析し、解決法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査

陸上競技　短距離・ハードル ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分析し、解決法を考
えられたか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組めたか。

○ ○ ○

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分
析し、解決法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

水泳 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えようとしたか。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあえたか。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

定期考査

期
末
考
査
ま
で

陸上競技　短距離・ハードル ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分析し、解決法を考
えられたか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組めたか。

○ ○

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えよ
うとする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあおうとするこ
と。

○

○ 13

定期考査

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁、守備ができるように
なる。（ソフトボール）
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって攻防ができるようにする。（卓球）
【思考力、判断力、表現力等】
守備における自己やチームの課題を発見し、解決法を
考えたり伝えあったりすること。（ソフトボール）
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。（卓球）

期
末
考
査
ま
で

ソフトボールか卓球の選択 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁、守備ができるようになったか。（ソフ
トボール）
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって
攻防ができるようなったか。（卓球）
【思考力、判断力、表現力等】
守備における自己やチームの課題を発見し、解決法を考えたり伝えあえ
たか。（ソフトボール）
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて取り組めたか。（卓球）
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすることができたか。

○ ○ ○ 13

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

バレーボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。

○ ○

体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



２
学
期

定期考査



体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○

３
学
期

サッカー ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによって、攻防ができ
たか。　　　　　　　　　　　　　　　【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。 ○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きに
よって、攻防をできるようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

長距離走 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができるようになった
か。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習について振返るこ
とができた。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組めたか。

○ ○ ○

合計

70

8

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習
について振返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査

○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。









年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｂ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｃ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｄ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｅ組：柳屋・渡辺・成田）（Ｆ組：柳屋・渡辺・成田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

運動における競争や協働の経験を通して、校正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全をかくほして、生涯にわたって継続し
て運動に親しむ態度を養う。

2

○○○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

A 単元

態
配当
時数

体つくり運動 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解したか。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられるようになった
か。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるようになったか。

○ ○ ○

オリエンテーション 体育の授業の進め方 プリント提出 ○ ○ 1

【知識及び技能】

保健体育 体育（女子）

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育（女子）

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、
運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を
身につけるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
体つくり運動のおこない方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
体の動かし方について、仲間とともに動きを考えられ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いを理解し、互いに協力して活動できるよう
にする。

体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

6

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

定期考査

バレーボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作や空間の作り方ができるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しむことができたか。 ○ ○ ○

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きに
よって、攻防をできるようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

水泳 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるようになったか。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えようとしたか。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあえたか。 ○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分
析し、解決法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査

期
末
考
査
ま
で

サッカー ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによって、攻防ができ
たか。　　　　　　　　　　　　　　　【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。 ○ ○

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎについて学び、効率的に泳げるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自他の課題を発見し、考えたことを伝えよ
うとする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全を確保し、互いに助け合い教えあおうとするこ
と。

○

○ 13

【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

陸上競技　短距離・ハードル ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
走る動作・ハードルの技術について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
走る動作・ハードルの技術について、仲間と課題を分析し、解決法を考
えられたか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組めたか。

○ ○



【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。

定期考査

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連
携した動きによって攻防ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組むこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすること。

期
末
考
査
ま
で

バドミントン ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
状況に応じたシャトル操作や安定した用具の操作と連携した動きによっ
て攻防ができるようなったか。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに巣継続する自己の課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて取り組めたか。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに助け合い教えあおうとすることができたか。

○ ○ ○ 13

２
学
期

体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値について学べたか。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課題を発見
し、解決に向けて思考できたか。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組めたか。

○ ○

３
学
期

バスケットボール ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きによって、攻防ができ
たか。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすることができたか。

○

定期考査

体育理論 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ 8

【知識及び技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動きに
よって、攻防をできるようにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
仲間と協力して、作戦を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
フェアプレイを尊重し、運動を楽しもうとすること。

長距離走 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができるようになった
か。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習について振返るこ
とができた。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組めたか。

○ ○ ○

合計

70

8

【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、長く走ることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保する為に、体調や環境に応じた練習
について振返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の違いに応じた挑戦を大切にし、取り組もうとす
る。

定期考査

○ 2

【知識及び技能】
スポーツの歴史的発展や現代スポーツの意義や価値に
ついて学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につい
て、課題を発見し、解決に向けて思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習に自主的に取り組むこと。







年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （Ａ・Ｂ組：青田　）（Ｃ・Ｄ組：成田　）（Ｅ・Ｆ組：柳屋　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

喫煙・飲酒・薬物乱用 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、心身の健康を損ねることを理解し、個
人や社会への対策が必要なことを理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、わが国の取組を分析したり、諸外国と
比較したりして、評価できるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、学習したことをノートやプリントにま
とめることができたか。

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあるこ
と、予防や対策について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整
理し、対策を考えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリ
ントにまとめることができるようにする。

○ 3

【知識及び技能】
精神疾患について、個人や社会における課題について
理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
精神疾患について、予防や対策について整理すること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
精神疾患について、学習したことをノートやプリント
にまとめることができるようにする。

現代の感染症 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあること、予防や対策につ
いて理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整理し、対策を考え
ることができるようなったか。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリントにまとめるこ
とができたか。

○ ○ ○ 1

○ 3

【知識及び技能】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、心身の健康を損ねる
ことを理解し、個人や社会への対策が必要なことを理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、わが国の取組を分析
したり、諸外国と比較したりして、評価できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、学習したことをノー
トやプリントにまとめることができるようにする。

精神疾患 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
精神疾患について、個人や社会における課題について理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
精神疾患について、予防や対策について整理することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
精神疾患について、学習したことをノートやプリントにまとめることが
できたか。

○ ○

1

定期考査

○ ○

3

【知識及び技能】
生活習慣病について、種類や要因、予防について理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣病について、資料やデータ等に基づき、分
析、整理、説明することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
健康課題である生活習慣病について、ノートやプリン
トにまとめることができるようにする。

期
末
考
査
ま
で

運動・食事・休養 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
運動、食事、休養について、健康との関りを理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
運動、食事、休養について、わが国の取組を分析したり、諸外国と比較
したりして、評価できるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
運動、食事、休養について、学習したことをノートやプリントにまとめ
ることができたか。 ○ ○

【知識及び技能】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、心身の健康を損ねる
ことを理解し、個人や社会への対策が必要なことを理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、わが国の取組を分析
したり、諸外国と比較したりして、評価できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、学習したことをノー
トやプリントにまとめることができるようにする。

定期考査

○ 2

【知識及び技能】
運動、食事、休養について、健康との関りを理解でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
運動、食事、休養について、わが国の取組を分析した
り、諸外国と比較したりして、評価できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
運動、食事、休養について、学習したことをノートや
プリントにまとめることができるようにする。

喫煙・飲酒・薬物乱用 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、心身の健康を損ねることを理解し、個
人や社会への対策が必要なことを理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、わが国の取組を分析したり、諸外国と
比較したりして、評価できるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
喫煙、飲酒、薬物乱用について、学習したことをノートやプリントにま
とめることができたか。

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

健康の考え方 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
国民の健康課題について、理解できる。また、健康の成立には、主体要
因と環境要因が影響しあい関わっていることを理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
国民の健康課題について、健康水準や疾病構造の変化に関するデータ等
に基づき、分析、整理、説明することができるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の健康やそれを支える環境づくりについて、ノートやプリントにま
とめることができたか。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

3

【知識及び技能】
国民の健康課題について、理解できる。また、健康の
成立には、主体要因と環境要因が影響しあい関わって
いることを理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
国民の健康課題について、健康水準や疾病構造の変化
に関するデータ等に基づき、分析、整理、説明するこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自他の健康やそれを支える環境づくりについて、ノー
トやプリントにまとめることができるようにする。

生活習慣病 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
生活習慣病について、種類や要因、予防について理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣病について、資料やデータ等に基づき、分析、整理、説明する
ことができるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
健康課題である生活習慣病について、ノートやプリントにまとめること
ができたか。 ○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技
能を身につけるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づ
くりを目指し、赤Kるく豊かで活力ある生活を営む態度を
養う。

1

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につるようにする。

運動や健康についての自他の社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

保健体育 保健

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健



○ ○

合計

35

4

【知識及び技能】
　適切で迅速な応急手当ができるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な応急手当を選択することができるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
応急手当について、学習したことをノートやプリント
にまとめることができるようにする。

定期考査

○ ○ 1

３
学
期

安全な社会づくり ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
安全な社会づくりのためには、環境の整備とそれに応じた個人の取組が
必要であることを理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会づくりのために必要な、責任ある行動とは何かを考えられる
ようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
安全な社会づくりついて、学習したことをノートやプリントにまとめる
ことができたか。

○

○ 2

【知識及び技能】
健康の考え方について、健康に関する適切な意思決
定・行動選択を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
健康の考え方について、健康に関する適切な意思決
定・行動選択について考えることができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
健康の考え方について、学習したことをノートやプリ
ントにまとめることができるようにする。

定期考査

○ ○ 1

○ ○ 4

【知識及び技能】
安全な社会づくりのためには、環境の整備とそれに応
じた個人の取組が必要であることを理解できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会づくりのために必要な、責任ある行動とは
何かを考えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全な社会づくりついて、学習したことをノートやプ
リントにまとめることができるようにする。

応急手当 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　適切で迅速な応急手当ができる知識を身に付けたか。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な応急手当を選択することができるようになったか。
【学びに向かう力、人間性等】
応急手当について、学習したことをノートやプリントにまとめることが
できたか。

○

【知識及び技能】
健康の考え方について、健康に関する適切な意思決定・行動選択を理解
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
健康の考え方について、健康に関する適切な意思決定・行動選択につい
て考えることができるようなったか。
【学びに向かう力、人間性等】
健康の考え方について、学習したことをノートやプリントにまとめるこ
とができたか。

○ ○

期
末
考
査
ま
で

現代の感染症 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあること、予防や対策につ
いて理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整理し、対策を考え
ることができるようなったか。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリントにまとめるこ
とができたか。

○ ○ ○ 3

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあるこ
と、予防や対策について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整
理し、対策を考えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリ
ントにまとめることができるようにする。

定期考査

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあること、予防や対策につ
いて理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整理し、対策を考え
ることができるようなったか。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリントにまとめるこ
とができたか。

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
現代の感染症について、発生や流行に違いがあるこ
と、予防や対策について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症について、発生や流行の違いについて整
理し、対策を考えることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の感染症について、学習したことをノートやプリ
ントにまとめることができるようにする。

健康に関する意思決定・行動 ・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等







年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （A / C / D組：加藤研　　　　）（B/E/F組：仁ノ平耕章　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語 English Communication I

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。

English Communication I

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

進出単語、熟語、重要表現、関連表現、文法を理解し、
本文の内容を正確に読み取り、聞き取る。

本文の内容の要約、本文に関連したテーマについて読んだり、書いたり
する。本文の内容に関する自分の意見を表現できる。

外国語の文化背景を積極的に理解し表現しようとする。
学習に見通しを持ち学ぼうとする。

4

Heartening English Communication I、 SKYWARD、 UNITE STAGE 2、 英文速読ドリル 10minutes、 Listening Laboratory、 速読英単語入門編

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 言語や文化に対する理解を深める。

情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

Heartening Lesson 1-2 【読解】
Heartening Lesson 1-2
【単語】
速読英単語 1-300
【リスニング】
Listening Laboratory 1-4
【速読】英文速読ドリル 1-5

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらSKYWARD Unit 1-5 【読解】

SKYWARD Unit 1-4
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○

【知識及び技能】
本文の英語を理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。UNITE STAGE 2 Lesson 1-3 【読解】

UNITE STAGE 2 Lesson 1-3
・一人１台端末の活用、注意深い読解　等

〇

期
末
考
査
ま
で

Heartening Lesson 3-4 【読解】
Heartening Lesson 3-4
【単語】
速読英単語 301-600
【リスニング】
Listening Laboratory 5-8
【速読】英文速読ドリル 6-10

○

〇

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

知 思 態

自学

配当
時数

評価規準

15

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇 〇

〇 〇 3

定期考査 中間考査 〇 〇

15

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら

〇 〇

○ ○ 1

SKYWARD Unit 5-8 【読解】
SKYWARD Unit 5-8
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇

〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

〇○

○ 1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

Heartening Lesson 5-6 【読解】
Heartening Lesson 5-6
【単語】
速読英単語 600-900
【リスニング】
Listening Laboratory 9-12
【速読】英文速読ドリル 11-15

○

〇 〇 3

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 期末考査 〇 〇

○ 5

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。UNITE STAGE 2 Lesson 7-9 【読解】

UNITE STAGE 2 Lesson 7-9
・一人１台端末の活用、注意深い読解　等

○ 15

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらSKYWARD Unit 9-12 【読解】

SKYWARD Unit 9-12
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

1

【知識及び技能】
本文の英語を理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながら定期考査 中間考査 〇 〇

〇 自学

○ 15

期
末
考
査
ま
で

Heartening Lesson 7-8 【読解】
Heartening Lesson 7-8
【単語】
速読英単語 901-1200
【リスニング】
Listening Laboratory 13-16
【速読】英文速読ドリル 16-20

○ ○ 〇

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらSKYWARD Unit 13-16 【読解】

SKYWARD Unit 13-16
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○

1

３
学
期

Heartening Lesson 9-10 【読解】
Heartening Lesson 9-10
【単語】
速読英単語 1201-1450
【リスニング】
Listening Laboratory 17-20
【速読】英文速読ドリル 21-25

○ ○

○ 5

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 期末考査 〇 〇

○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

22

【知識及び技能】
本文の英語を聞いたり読んだりして理解できる。
　【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を英語で書いたり、自分の意見を表現したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の学習の見通しを立てたり、振り返ったり、調整し
ながらSKYWARD Unit 17-20 【読解】

SKYWARD Unit 17-20
・一人１台端末の活用　外国人講師のよるプレゼンテー
ション、クイズの参加等

○ ○ 〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○

〇 ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○ ○○

1

合計

○ 2 6

【知識及び技能】難易度が高めの本文を外国人講師によ
るAll Englishの説明を聞き理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容、表現を英語で書いたり自分の意見を外国人
講師に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の学習の見通しを立てたり振り返り調整しながら学
べる。定期考査 学年末考査 〇 〇

○

〇

109

○

○

○

〇

○

○

〇

○

○ ○

○ ○

【知識・技能】
　本文の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
本文の内容に関して表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
能動的に学習し自ら学習の仕方を考え工夫する。

○ ○

○ ○

○ ○

○

領域

○

〇

○

○

〇

○

〇 ○

〇 ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （　A組：　関口）（B　組：加藤　）（C　組：仁ノ平　）（D　組：仁ノ平　　）（E　組：加藤　）（F　組：関口　）（　組：　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

領域

○

○

○○ ○○○

○○ ○○○

○○ ○○○

○○ ○○○

○

○

○ ○

比較を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
比較を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
比較を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き期
限通りに提出できる。

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

【知識・技能】
仮定法を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
仮定法を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○ ○ ○○○ ○○

1

３
学
期

A 単元 ・指導事項
「仮定法」
・教材
Genius Logic and ExpressionI16-17
Genius English Grammar in 27 25 - 27
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

○ 7

「関係詞」
【知識及び技能】
関係詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
関係詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
関係詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

定期考査 ○

【知識・技能】
関係詞を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
関係詞を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
関係詞を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○ ○

7

「仮定法」
【知識及び技能】
仮定法の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法を正しく使って自分や友だちのことを話す。
【学びに向かう力、人間性等】
仮定法を適切に使って自他のことを表現する。

○ 7

期
末
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
「比較」
・教材
Genius Logic and ExpressionI13
Genius English Grammar in 27 20 - 21
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

「比較」
【知識及び技能】
比較の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
比較を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
比較を適切に使って自他やテーマについて表現する。A 単元 ・指導事項

「関係詞」
・教材
Genius Logic and ExpressionI14-15
Genius English Grammar in 27 22 - 24
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

○○ ○○○

○○ ○○○

1

「分詞」
【知識及び技能】
分詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

定期考査
○

【知識・技能】
分詞を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き期
限通りに提出できる。

○ ○ ○ 4○○ ○○○

○ 4

「不定詞」
【知識及び技能】
不定詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を正しくテーマに沿って書いたり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
不定詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

A 単元 ・指導事項
「動名詞」
・教材
Genius Logic and ExpressionI11
Genius English Grammar in 27 16 - 17
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

「準動詞・動名詞」
【知識及び技能】
動名詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
動名詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

【知識・技能】
不定詞を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
不定詞を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○ ○○○ ○○○

○○ ○○○

○ 1

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 ・指導事項
「不定詞」
・教材
Genius Logic and ExpressionI　9 - 10
Genius English Grammar in 27 13 - 14
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

○ ○ 7

「受動態」
【知識及び技能】
受動態の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
受動態を適切に使って自他やテーマについて表現する。

定期考査 期末考査 ○

○ 5

【知識及び技能】
動名詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
動名詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

A 単元 ・指導事項
「分詞」
・教材
Genius Logic and ExpressionI12
Genius English Grammar in 27 18 - 19
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

A 単元 ・指導事項
「受動態」
・教材
Genius Logic and ExpressionI　8
Genius English Grammar in 27 11 - 12
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

【知識・技能】
受動態と能動態を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態と能動態を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
受動態と能動態を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英
語を書き期限通りに提出できる。

○

【知識・技能】
助動詞を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○

○○ ○○○

○

6

「助動詞」
【知識及び技能】
助動詞の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞を適切に使って自他やテーマについて表現する。

○ ○

○ ○ 1

○

【知識・技能】
完了形を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
完了形を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
完了形を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。

○ ○ ○

知 思 態

4

配当
時数

評価規準

3

【知識・技能】
時制の基本を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
時制の基本を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
時制の基本を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を
書き期限通りに提出できる。

○

【知識・技能】
５文型を理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
動詞と文型を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
動詞と文型を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を
書き期限通りに提出できる。

○ ○

○ ○ 4

１
学
期

中
間
考
査

ま
で

A 単元 ・指導事項
「文の種類・文型」
・教材
Genius Logic and ExpressionI 1- 2
Genius English Grammar in 27 1 - 3
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

文の種類・文型
【知識及び技能】
品詞・や文型の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文型を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
文型を適切に使って自他やテーマについて表現する。

A 単元 ・指導事項
「時制」
・教材
Genius Logic and ExpressionI 3- 4
Genius English Grammar in 27 4 - 5
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

完了形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
完了形の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
完了形を正しく使ってテーマに沿って書いたり話したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】
完了形を適切に使って自他やテーマについて表現する。

時制：現在形　現在進行形　過去形　過去進行形
【知識及び技能】
時制の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
基本時制を正しく使ってテーマに沿って書いたり話した
りする。
【学びに向かう力、人間性等】
基本時制を適切に使って自他やテーマについて表現す
る。
A 単元 ・指導事項

「完了形」
・教材
Genius Logic and ExpressionI 5
Genius English Grammar in 27 6 - 7
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

期
末
考
査
ま

で

A 単元 ・指導事項
「助動詞」
・教材
Genius Logic and ExpressionI6 - 7
Genius English Grammar in 27 8 - 10
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

定期考査 中間考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英文法を体系的にとらえ、英語の基本構造を演習を通して理解する。基本的
な文法や英文の構造を理解した上で「読む・聞く・話す・書く」の４技能を
高める。

学習した語彙・文法・構文を正しく使って基礎的な英文を書いたり話したりする
力を養う。

英語を通じて積極的にコミュニケーションを図り、学習した
語彙や文法を素地として論理の展開や表現を工夫しながら自
分の考えを伝えようとする力を養う。

2

Genius English Logic and Expression I　　Genius English Grammar in 27　　ジーニアス総合英語第2版

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を実際のコミュニケーションにおいて目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける。

場面や状況などに応じて様々な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり表現したり伝え合ったりする。

外国語 論理・表現I

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションをとろうとする。

論理・表現I



70

○ ○ 1

合計

○ ○ 7

「名詞構文・無生物主語」
【知識及び技能】
名詞構文・無生物主語の基本について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
名詞構文・無生物主語を正しく使って自分や友だちのこ
とを話す。
【学びに向かう力、人間性等】
名詞構文・無生物主語を適切に使って自他のことを表現
する。定期考査

○ ○

○○ ○○○ ○

３
学
期

A 単元 ・指導事項
「名詞構文・無生物主語」
・教材
Genius Logic and ExpressionI20
Genius English Grammar in 27 Option 16
・一人１台端末の活用　Genius ジーニアス総合英語等
授業の内外で利点を活かして学習効果を高める。

【知識・技能】
仮定法を正しく理解し、文を正確に作ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法を正しく使用し、伝えたいことを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
仮定法を適切に使用し、積極的に会話し、まとまった英語を書き
期限通りに提出できる。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： A~F組：関絢瑛

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報科 情報Ⅰ

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を育成する。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について
理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解
を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向けて
情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主
体的に参画する態度を育成する。

2

情報ⅠStep Forward！（東京書籍）

情報科

【 知　識　及　び　技　能 】
情報と情報技術及びこれらを活用して問題の発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理解
を深める。

様々な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育成する。

態 配当
時数

１

学

期

中

間

考

査

ま

で

A 単元　情報とメディアの特性 ・指導事項　情報とメディアの特性
・教材　教科書　Classi Note
・一人１台端末の活用　等　Classi Noteで考えを収集
し、クラス内で共有する。

【知識・技能】
　情報とメディアの特性について理解しているか
【思考・判断・表現】
　目的や状況に応じたメディアを考えて、自分の情報を適切な表現方法
で表現しているか
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報とメディアの特性が果たす意義や留意点に気づき、情報と情報技
術を適切に活用しようとしている。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【知識及び技能】
　情報とそのメディアの特性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や状況に応じたメディアの選択を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を活用するとともに、情報に主体的
に参画する態度を養う

A 単元　問題解決 ・指導事項　問題を解決する方法
・教材　教科書　MicrosoftForms
MicrosoftWhiteboard
・一人１台端末の活用　等　端末を活用したブレイン
ストーミングの実践、Forms回答、調べ学習

【知識・技能】
　情報と情報技術を活用した問題解決の技能を身につけているか。問題
の解決の流れについて理解しているか。
【思考・判断・表現】
　目的や状況に応じて情報と情報技術を適切に活用して問題を発見・解
決するためのアイデアについて考えることができているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報社会における問題の発見・解決に情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用しようとしている。

○ ○ ○

7

8

2

【知識及び技能】
　情報と情報技術を活用した問題解決の方法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や状況に応じて情報と情報技術を適切に活用し
て問題を発見・解決する方法について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題の発見・解決に情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用する。

期

末

考

査

ま

で

A 単元 メディアと情報のデジタル化 ・指導事項　メディアの歴史と発展・数値の表現・文
字、画像、動画のデジタル化・ネットコミュニケー
ションの取り方
・教材　教科書　ベストフィット　Life is Tech
・一人１台端末の活用　等 Classi Note、Teamsの活用

【知識・技能】
　コミュニケーションの手段の発達について理解している。アナログと
デジタルの違いについて理解している。　可逆圧縮と非可逆圧縮につい
て理解している。データ量の計算について理解している。
【思考・判断・表現】
　アナログとデジタルのそれぞれの利点と欠点について考えることがで
きる。デジタル化や圧縮のしくみを説明できる。メディアが発達したこ
とにより，便利になったことと課題について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　メディアが発達したことにより，生じた課題について主体的に考えよ
うとしている。

【知識及び技能】
　情報デザインの意味について理解する。情報デザイ
ンの作業手順について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　アートと情報デザインの違いを考える。情報デザイ
ンの考えをもとに伝えたい情報を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題を自分事として捉え，積極的に取り組む。

4

【知識及び技能】
　著作権・個人情報についてとその保護について理解
している。また、悪用した犯罪行為について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
情報に関する法規やマナー、個人の責任について考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】定期考査 ○ ○ 1

A 単元　著作権・個人情報と情報モラル・情報セキュ ・指導事項　知的財産権・個人情報の取り扱い・情報
モラル・情報セキュリティ
・教材　教科書・情報最新トピック集・パーフェクト
ガイド情報・ポイント整理情報モラル
・一人１台端末の活用　等　Classi Note　Teamsでの
双方向のやり取り

【知識・技能】
　著作権・個人情報についてとその保護について理解している。また、
悪用した犯罪行為について理解している。
【思考・判断・表現】
　情報に関する法規やマナー、個人の責任について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画しようとしている。

○ ○

【知識及び技能】
　コミュニケーションの手段の発達について理解す
る。アナログとデジタルの違いについて理解する。
可逆圧縮と非可逆圧縮について理解する。データ量の
計算について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　アナログとデジタルのそれぞれの利点と欠点につい
て考える。デジタル化や圧縮のしくみを説明する。メ
ディアが発達したことにより，便利になったことと課
題について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
A 単元　情報デザイン ・指導事項　情報デザイン・コンテンツ設計・色の表

現
・教材　教科書・Officeソフト・Life is Tech
・一人１台端末の活用　等　HTML作成、情報デザイン
（ピクトグラム等）の作成、Life is Tech

【知識・技能】
　情報デザインの意味について理解している。情報デザインの作業手順
について理解している。
【思考・判断・表現】
　アートと情報デザインの違いを考えることができる。情報デザインの
考えをもとに伝えたい情報を表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題を自分事として捉え，積極的に取り組もうとしている。

○ ○

○ ○ ○

２

学

期

中

間

考

査

ま

で

A 単元 コンピュータの構成と処理の仕組み ・指導事項
　コンピュータの構成、論理回路、処理の仕組み
・教材
　教科書、ベストフィット、パーフェクトガイド情報
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習、Classi Note、Office

【知識・技能】
　CPUのしくみとその役割について理解している。ソフトウェアの種類
と，OSの役割について理解している。各論理回路のしくみについて理解
している。
【思考・判断・表現】
　論理回路を組み合わせたものから自分で真理値表を作成できる。より
良い性能の製品を選ぶことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータのスペックを調べる課題に積極的に取り組もうとしてい
る。スマートフォンの内部をインターネットで調べる活動に積極的に取
り組もうとしている。

定期考査

定期考査

○ ○ ○

○ ○ ○

【知識及び技能】
　CPUのしくみとその役割について理解する。ソフト
ウェアの種類と，OSの役割について理解する。各論理
回路のしくみについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　論理回路を組み合わせたものから自分で真理値表を
作成できる。より良い性能の製品を選ぶ技能が身につ
く。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータのスペックを調べる課題に積極的に取
り組んでいる。スマートフォンの内部をインターネッ
トで調べる活動に積極的に取り組んでいる。

【知識及び技能】
　モデル化とシミュレーションの手順について理解す
る。モデルを使ってシミュレーションを行う技能を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　場面に応じて，適切なモデルを選択し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　⾝近な問題を解決するためのモデル化に，積極的に定期考査

【知識及び技能】
　機器同士を情報通信ネットワークで接続するしくみ
を理解する。TCPとUDP，HTTPの役割について理解す
る。ドメイン名とDNS，電子メールのプロトコルについ
て理解する。認証技術，OSやアプリのアップデートの
必要性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　公衆無線LANやWebブラウザの危険を予測でき，安
全・安心に利用する，場合によっては利用しない選択
をする。
【学びに向かう力、人間性等】
　情報セキュリティの科学的な理解に努め，情報通信
ネットワークを適切に活用しようとする。

A 単元　データの活用と分析 ・指導事項
　データの収集と管理、データの分析
・教材
　教科書、パーフェクトガイド情報
・一人１台端末の活用　等
　Office、Teams、Classi Note

【知識・技能】
　データベースについて理解している。情報システムとデータベースの
関係について理解している。データ分析の手順について理解している。
データの収集についてさまざまな方法があることを理解している。
【思考・判断・表現】
　データ収集方法によるメリット，デメリットを判断し，適切な方法で
実習のためのデータ収集ができる。表計算ソフトウェアを利用して数値
データの分析・表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　データの収集や整理に粘り強く取り組み，試行錯誤を通じて改善しよ
うとしている。

【知識及び技能】
　アルゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解す
る。アルゴリズムの基本構造について理解する。プロ
グラムの構成要素である変数，データ型，演算の意味
や種類を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　基本構造を組み合わせて，アルゴリズムを構造化す
る。演算例をもとにして，プログラミングの構成要素
について考え，正しい結果を出力する。
【学びに向かう力、人間性等】
　処理対象を自分で考え，アルゴリズムを構造化，可
視化しようとする。

A 単元 モデル化とシミュレーション ・指導事項
　問題のモデル化、モデル化の活用、シミュレーショ
ンとその活用
・教材
　教科書、Excel、Life is Tech、パーフェクトガイド
情報
・一人１台端末の活用　等
　Teams、Office

【知識・技能】
　モデル化とシミュレーションの手順について理解している。モデルを
使ってシミュレーションを行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
　場面に応じて，適切なモデルを選択し表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　⾝近な問題を解決するためのモデル化に，積極的に取り組もうとして
いる。

期

末

考

査

ま

で

A 単元 アルゴリズムとプログラミング ・指導事項
　アルゴリズム・プログラムの仕組み、プログラムの
応用
・教材
　教科書、Life is Tech
・一人１台端末の活用　等
　Classi Note、Teams

【知識・技能】
　アルゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解している。アルゴリ
ズムの基本構造について理解している。プログラムの構成要素である変
数，データ型，演算の意味や種類を理解している。
【思考・判断・表現】
　基本構造を組み合わせて，アルゴリズムを構造化することができる。
演算例をもとにして，プログラミングの構成要素について考え，正しい
結果を出力することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　処理対象を自分で考え，アルゴリズムを構造化，可視化しようとして
いる。

【知識及び技能】
　データベースについて理解する。情報システムと
データベースの関係について理解する。データ分析の
手順について理解する。データの収集についてさまざ
まな方法があることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　データ収集方法によるメリット，デメリットを判断
し，適切な方法で実習のためのデータ収集を行う。表
計算ソフトウェアを利用して数値データの分析・表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　データの収集や整理に粘り強く取り組み，試行錯誤
を通じて改善しようとする。

定期考査

○ ○

３

学

期

A 単元　インターネットと情報システム ・指導事項
情報通信ネットワーク、インターネットの利用、情報
システム
・教材
　教科書、ベストフィット
・一人１台端末の活用　等
　Classi Note、Teams

【知識・技能】
　機器同士を情報通信ネットワークで接続するしくみを理解している。
TCPとUDP，HTTPの役割について理解している。ドメイン名とDNS，電子
メールのプロトコルについて理解している。認証技術，OSやアプリの
アップデートの必要性を理解している。
【思考・判断・表現】
　公衆無線LANやWebブラウザの危険を予測でき，安全・安心に利用す
る，場合によっては利用しない選択ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報セキュリティの科学的な理解に努め，情報通信ネットワークを適
切に活用しようとしている。

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

1

6

1

10

10

1

6

11

1
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （A組：三島）（B組：坂内）（C組：田原）（D組：加藤）（E組：小山）（F組：柳屋）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

合計

2

【知識及び技能】
文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼン
テーション資料を作成する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼン
テーション資料を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付
ける。

定期考査 実施しない

３
学
期

A 単元　基礎研究と研究計画クラス内発表、協議 ・指導事項
自ら立案した研究計画を発表し、評価を受けることで
多面的なな視点から考察を深められるようにする。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
　文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼンテーション資料を作成
できる。
【思考・判断・表現】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼンテーション資料を用いて発
表ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付けており、それを振り返
ることができる。

○

○ 1

【知識及び技能】
自ら選んだ学問分野の研究計画を立てることにより、既存の知識や経験と結びつけ
ながら、構造化する力を身にに付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
計画立案にあたって整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめたり
するなどの表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
計画立案にあたって、自己の在り方生き方を考え、持続可能な社会の担い手とし
て、よりよい社会を実現しようとする態度を育成する。

定期考査 実施しない

○ ○ 6

【知識及び技能】
文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼン
テーション資料を作成する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼン
テーション資料を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付
ける。

A 単元　学年末報告会 ・指導事項
自ら立案した研究計画を発表し、評価を受けることで
多面的なな視点から考察を深められるようにする。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
　文献・調査を通じて、「問い」に対する情報を整理分析する。プレゼンテーション資料を作成
できる。
【思考・判断・表現】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼンテーション資料を用いて発
表ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付けており、それを振り返
ることができる。

○

【知識及び技能】
実社会と自己とのかかわりから問いを見出し、自分で課題を立てる技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
問いに対して整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめ
たりするなどの表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の在り方生き方を考え、社会の担い手としての自覚を醸成し、より
良い社会を実現しようとする態度の育成につなげる。

A 単元　基礎研究と研究計画の立て方 ・指導事項
自らの研究計画の重要性、目的を明確にし、今後の探
究活動の指針となるようにする。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
自ら選んだ学問分野の研究計画を立てることにより、既存の知識や経験と結びつけながら、構造
化する力を身にに付けている。
【思考・判断・表現】
計画立案にあたって整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめたりするなどの表
現力を獲得している。
【主体的に学習に取り組む態度】
計画立案にあたって、自己の在り方生き方を考え、持続可能な社会の担い手として、よりよい社
会を実現しようとする態度を身に付け、それを振り返ることができる。

○ ○

期
末
考
査
ま
で

A 単元　リサーチクエスチョン発表・協議 ・指導事項
自ら立てたリサーチクエスチョンに対して協議をし、
多面的なな視点から考察を深める。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
実社会と自己とのかかわりから問いを見出し、自分で課題を立てる技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
問いに対して整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめたりするなどの表現力を
獲得している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自己の在り方生き方を考え、社会の担い手としての自覚を醸成し、より良い社会を実現しようと
する態度を身に付け、それを振り返ることができる。

○ ○ ○ 2

○ 1

【知識及び技能】
探究活動を進めていくのに必要な情報を的確に集め、整理・分析する能力を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】
この単元で得た知識・技能を、未知の状況においても活用できるように視野を拡
げ、他者や社会との関わりの中で自分自身の生き方・在り方を考える力を身につけ
る。

A 単元　全体ガイダンス　リサーチクエスチョンの立て方指導・準備 ・指導事項
リサーチクエスチョンの意義を学び、研究テーマに関
する知識と理解を深められるようにする。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
実社会と自己とのかかわりから問いを見出し、自分で課題を立てる技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
「問い」を考察・分析する中で、情報の取捨選択の判断力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「問い」を究めることによって、自分の存在意義に気づき、将来の進路実現へと向か
う意欲を高め、それを振り返ることができる。

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
自ら選んだ学問分野の研究室を訪問することにより、既存の知識や経験と結びつけなが
ら、構造化する力を身にに付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
研究室訪問で得た情報を、整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめたり
するなどの表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
研究室訪問を通して、自己の在り方生き方を考え、社会の担い手としての自覚を醸成し、
より良い社会を実現しようとする態度の育成につなげる。

A 単元　情報収集の仕方 ・指導事項
情報収集の仕方を学び、根拠のある仮説が立てられる
ようにする。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
探究活動を進めていくのに必要な情報を的確に集め、整理・分析する能力を獲得して
いる。
【思考・判断・表現】
情報収集の過程において、意見や考えをまとめる際に、思考力・判断力を高めてい
く。
【主体的に学習に取り組む態度】この単元で得た知識・技能を、未知の状況において
も活用できるように視野を拡げ、他者や社会との関わりの中で自分自身の生き方・在
り方を考える力を身につける。
　

○ ○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元 大学研究室訪問 ・指導事項
自らの研究分野を見極めることで、社会の担い手とし
ての心構えや自覚、主体性を育成する。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
自ら選んだ学問分野の研究室を訪問することにより、既存の知識や経験と結びつけながら、構造
化する力を身にに付けている。
【思考、判断、表現】
研究室訪問で得た情報を、整理・分析した内容に基づき、自分の考えを文章にまとめたりするな
どの表現力を獲得できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究室訪問を通して、自己の在り方生き方を考え、社会の担い手としての自覚を醸成し、より良
い社会を実現しようとする態度を身に付け、それを振り返ることができる。

○ ○ ○ 8

定期考査 実施しない

【知識及び技能】
実社会と自己とのかかわりから問いを見出し、自分で課題を立てる技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
「問い」を考察・分析する中で、情報の取捨選択の判断力を身に付け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「問い」を究めることによって、自分の存在意義に気づき、将来の進路
実現へと向かう意欲を高める。

定期考査 実施しない

○ 5

【知識及び技能】
インターネットや書籍を参照して、「問い」に対する情報を整理分析す
る。プレゼンテーション資料を作成する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼン
テーション資料を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付
ける。

2

【思考力、判断力、表現力等】
多様な学問分野から、主艇的に自分の興味のある分野
を探そうとし、本のキーワードを簡潔にまとめること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
新書を読む前から読んだ後にわたる自身の変化に自覚
的になり、それを振り返ることができる。

期
末
考
査
ま
で

A 単元  探究のサイクルを学ぶ ・指導事項
探究サイクルのイメージをつかみ、今後の探究活動に
対する見通しをつける。
・教材
ワークシート、プレゼンテーション資料
・一人１台端末の活用　等
プレゼンテーション資料作成、発表、学習の振り返り
を提出

【知識・技能】
【知識及び技能】
インターネットや書籍を参照して、「問い」に対する情報を整理分析できる。プレゼンテーショ
ン資料を作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼンテーション資料を用いて発
表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付け、それを振り返ること
ができる。

○ ○

1

【知識及び技能】
インターネットや書籍を参照して、「問い」に対する情報を整理分析す
る。プレゼンテーション資料を作成する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼン
テーション資料を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付
ける。

定期考査 実施しない

A 単元  探究のサイクルを学ぶ ・指導事項
探究サイクルのイメージをつかみ、今後の探究活動に
対する見通しをつける。
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
プレゼンテーション資料作成、発表、学習の振り返り
を提出

【知識及び技能】
インターネットや書籍を参照して、「問い」に対する情報を整理分析できる。プレゼ
ンテーション資料を作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報整理を通じて、情報の傾向や関連を発見する。作成したプレゼンテーション資料
を用いて発表をする。
【学びに向かう力、人間性等】
今後の探究活動に対して、主体的に学ぶ態度や自ら考える姿勢を身に付け、それを振
り返ることができる。

○ ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま

で

A 単元　全体ガイダンス　学習の動機付け ・指導事項
探究活動の意義、目的、年間スケジュール
・教材
ワークシート
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【知識・技能】
身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、探究活動に
必要な知識・技能を理解している。
【思考・判断・表現】
テーマと自らとの関わりの中で、多角的・俯瞰的に整理・分析する力を身につけると
ともに、筋道立ててまとめ、わかりやすく説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の心の変化を自覚し、それを振り返ることができる。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

【知識及び技能】
探究の意義、学習内容を把握し、身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理
解するとともに、テーマの探究に必要な知識・技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
提示されたテーマと自らとの関わりの中で、多角的・俯瞰的に整理・分析する力を身につ
けるとともに、筋道立ててまとめ、わかりやすく説明する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
授業を通じて、探究課題に関する学習活動に主体的・協働的に取り組み、他者や社会との
関わりの中で自分自身の生き方・在り方を考える姿勢を身に付ける。

A 単元　新書シャワー ・指導事項
新書に触れることを通して探究活動に必要な興味・関
心を広げ、自分の興味のある分野を自覚するきっかけ
とする。
・教材
ワークシート、新書
・一人１台端末の活用　等
学習の振り返りを提出

【思考・判断・表現】
主艇的に自分の興味のある分野を探そうとし、本のキーワードを簡潔に
まとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の変化に自覚的になり、それを振り返ることができる。

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生徒各自が選んだテーマに関わる学習活動の過程を通して、身の回りの事
象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、テーマの探究
に必要な知識・技能を身につける。

生徒各自が選んだテーマと自らとの関わりの中で①「問い」を見出し、
その解決に向けて仮説を立て、②収集した情報を③多角的・俯瞰的に整
理・分析する力を身につけるとともに、④筋道立ててまとめ、わかりや
すく説明する力を身につける。

生徒各自が選択設定した探究課題に関する学習活動に主体
的・協働的に取り組み、未知の状況においても活用できる
ように視野を拡げ、他者や社会との関わりの中で自分自身
の生き方・在り方を考える力を身につける。

1

なし

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】 生徒各自が選んだテーマに関わる学習活動の過程を通して、身の回りの事象が生徒自身に繋がるものであることを理解するとともに、テーマの探究に必要な知識・技能を身につける。

生徒各自が選んだテーマと自らとの関わりの中で①「問い」を見出し、その解決に向けて仮説を立て、②収集した情報を③多角的・俯瞰的に整理・分
析する力を身につけるとともに、④筋道立ててまとめ、わかりやすく説明する力を身につける。

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

生徒各自が選択設定した探究課題に関する学習活動に主体的・協働的に取り組み、未知の状況においても活用できるように視野を拡げ、他者や社会と
の関わりの中で自分自身の生き方・在り方を考える力を身につける。

総合的な探究の時間
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： 吉野　佳代子

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創
鑑賞

○

○ ○ 1

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能、他者との調和を意
識した演奏する技能を身に付け、器楽で表現している
【思考・判断・表現】
各パートの役割を理解し、全体の響きやハーモニーをイメージして
演奏している
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想とリコーダーの音色や奏法との関わりに関心をもち、主体的・
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 9

○ ○

13

1年間の学習における表現や鑑賞の知識、技能を生かし、
歌唱や器楽、創作で表現する
【思考力、判断力、表現力等】
表現形態の特徴を理解し、他者との調和を意識した音楽
づくりを行い演奏する
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

○ ○

【知識・技能】
1年間の学習における表現や鑑賞の知識、技能に関する諸事項を身
に付け、歌唱や器楽、創作で表現している
【思考・判断・表現】
アンサンブルの特徴を理解し、他者との調和を意識した音楽づくり
を行い演奏している
【主体的に学習に取り組む態度】
1年間の学習活動を経て、自分の音楽に対する考え方の変容につい
て考えることに関心をもち、主体的・協働的に学習活動に取り組も
うとしている

○ ○ ○

３
学
期

A表現・創作 ・指導事項
表現形態の特徴の理解、パートの役割他者との調和
コンサートの運営
・教材
教科書、学習プリント
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、予習・復習
等

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】
曲想や歌詞、音楽の構造、文化的・歴史的背景について
理解し、歌唱で表現する
【思考力、判断力、表現力等】
自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、
イメージをもって歌唱表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

定期考査 授業内試験・発表

 A表現・B鑑賞　オペラ ・指導事項
オペラの文化的・歴史的背景、歌詞と曲想や他の芸術と
の関わり
・教材
教科書、学習プリント、DVD
・一人１台端末の活用　等
調べ学習、参考映像の鑑賞、予習・復習等

○ ○

【知識・技能】
曲想や歌詞、音楽の構造を理解し、イメージをもって歌唱で表現し
ている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を知覚し、働きを感受しながらその関わり
について考え、表現意図を持って音楽をつくっている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞、他の芸術との関わりについて関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞・歌唱の学習活動に取り組もうとしてい
る

【知識及び技能】
リコーダーの奏法、身体の使い方、他者との調和
【思考力、判断力、表現力等】
リコーダーの正しい奏法を身に付け、他者との調和を意
識し、創造的に器楽表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

○ ○ 1

期
末
考
査
ま
で

A表現　アンサンブルを楽しもう② ・指導事項
音や音楽、言葉によるコミュニケーションを図り、他者
との調和を意識した表現の工夫をする
・教材
教科書、プリント、リコーダー
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、予習・復習
等

○ ○

【知識及び技能】
音楽構造の理解、表現の工夫
【思考力、判断力、表現力等】
他者との調和を意識して各パートの役割を考え、創造的
に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

定期考査 授業内試験・発表

○ 6

【知識及び技能】
コードネームの理解、ギターのコード奏法、身体の使い
方
【思考力、判断力、表現力等】
ストローク奏法を身に付け、創造的に器楽表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

A表現　アンサンブルを楽しもう① ・指導事項
音楽構造・手法の理解、ハンドクラップアンサンブルの
パートの役割と他者との調和
・教材
教科書、学習プリント
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、予習・復習
等

○ ○

【知識・技能】
・音楽構造や反復、変化、対照などの手法を理解し、表現に生かし
ている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を知覚し、働きを感受しながらその関わり
について考え、表現意図を持って音楽をつくっている
【主体的に学習に取り組む態度】
音色や奏法との関わり、他者との調和を意識して創作・演奏するこ
とに関心をもち、主体的・創造的に学習活動に取り組もうとしてい
る

○

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A表現　日本や諸外国の歌曲 ・指導事項
さまざまな言語による表現の工夫
・教材
教科書、プリント、DVD
・一人１台端末の活用　等
参考映像の鑑賞等

○

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

4

【知識及び技能】
言葉の発音や特徴、身体の使い方、表現の工夫
【思考力、判断力、表現力等】
言葉の特性、曲種に応じた発声との関わりについて考え
て表現する
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

A表現　ギターの弾き語りに挑戦 ・指導事項
コードネーム、フォークギターの奏法
・教材
教科書、プリント、DVD
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、予習・復習
等

○ ○

【知識・技能】
さまざまなストローク奏法、身体の使い方などの技能を身に付けて
いる
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を知覚し、働きを感受しながらその関わり
について考え、表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想とギターの音色、奏法との関わりに関心をもち、主体的・協働
的に学習活動に取り組もうとしている

○ ○

【知識・技能】
　曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などに留意して
歌い、表現に必要な技能を身に付けている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知覚し、働きを感受し
ながらその関わりについて考え、表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わりに関心を
もち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

3

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景の関わりを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
日本や世界の諸民族の音楽や表現方法の比較を通し、音
楽表現の共通性や固有性について考える
【学びに向かう力、人間性等】
音楽や音楽文化を尊重する態度を養う

定期考査 授業内試験・発表

B鑑賞　日本や世界の諸民族の音楽を知ろう ・指導事項
日本や世界各地の音楽の音色や表現の特徴
・教材
教科書、DVD、プリント
・一人１台端末の活用　等
調べ学習、参考映像の鑑賞等

○

【知識・技能】
曲想と楽器の音色や奏法との関わりや特徴、文化的・歴史的背景に
ついて理解している
【思考・判断・表現】
音楽表現の共通性や固有性について考えながら聴き、根拠をもって
批評している
【主体的に学習に取り組む態度】
日本や世界の諸民族の音楽に関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている

期
末
考
査
ま
で

○ ○ 1

【知識・技能】
コードネーム、フォークギターの基礎的な奏法、身体の使い方など
の技能を身に付けている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を知覚し、働きを感受しながらその関わり
について考え、表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想とギターの音色や奏法との関わりに関心をもち、主体的・協働
的に器楽の学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】
コードネーム、フォークギターの基礎的な奏法、身体の
使い方
【思考力、判断力、表現力等】
フォークギターの正しい奏法を身に付け、創造的に器楽
表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

○ ○ 1

A表現　器楽② ・指導事項
フォークギターの奏法
・教材
教科書、プリント
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、予習・復習
等

○ ○

定期考査 授業内試験・発表

【知識・技能】
楽譜の仕組みを理解し、音高や音程、リズムを正しく把握している
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を正しく読み取り、どのように演奏するか
表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
表現や鑑賞の学習に生かそうとし、主体的・協働的に取り組もうと
している

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
楽譜の仕組みを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
楽譜の正しい読み方・書き方を身に付け、表現に生かす
【学びに向かう力、人間性等】
音楽性豊かな表現の基礎となる学習を大切にする態度を
養う

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
クラシックギター・リコーダーの基礎的な奏法、演奏効
果を高めるための身体の使い方
【思考力、判断力、表現力等】
ギターの正しい奏法を身に付け、創造的に器楽表現をす
る
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

A創作 楽典・ソルフェージュ ・指導事項
楽譜の仕組み、音程、拍、リズム
・教材
教科書
・一人１台端末の活用
予習・復習等

○

A表現　器楽① ・指導事項
TAB譜の読み方、クラシックギター・リコーダーの奏法
・教材
教科書、プリント
・一人１台端末の活用　等
動画で演奏を記録しフィードバックを行う、復習等 ○ ○

【知識・技能】
TAB譜の仕組みを理解する。
クラシックギター・リコーダーの基礎的な奏法、身体の使い方など
の技能を身に付けている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素や関連を知覚し、働きを感受しながらその
関わりについて考え、表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想とギター・リコーダーの音色や奏法との関わりに関心をもち、
主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている

4

【知識及び技能】
曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方など、
表現に必要な技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し、表現を工
夫して表情豊かに歌う
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

思 態
配当
時数

A表現　表情豊かに歌おう ・指導事項
曲にふさわしい発声
・教材
校歌、教科書
・一人１台端末の活用　等
参考映像の鑑賞等

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性
について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な知識や技能を身に付けるようにする

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価し
ながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする

音楽の幅広い活動に主体的・協働的に取り組み、感性を高
め、音楽文化に親しみ、生涯にわたり音楽を愛好する心情
を育むとともに、音楽によって生活や社会を明るく豊かな
ものにしていく態度を養う

【知識・技能】
様々な表現形態による歌唱表現の特徴について理解し、姿勢や呼吸
などの身体の使い方、他者との調和を意識して歌っている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知覚し、働きを感受し
ながらその関わりについて考え、表現意図を持っている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞の関わりに関心をもち、主体的・協働的に
歌唱の学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

コンサートを開こう～1年間のまとめとして～

2

Mousa 1（教育芸術社）

芸術(音楽)

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質を理解するとともに、意図に基づいて表現するための知識や技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

芸術(音楽) 音楽Ⅰ

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

評価規準 知

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

【知識及び技能】



1

合計

70

○ 4

授業内試験・発表 ○

A表現・B鑑賞　ミュージカル ・指導事項
ミュージカルの文化的・歴史的背景、歌詞と曲想や他の
芸術との関わり
・教材
教科書、学習プリント、DVD
・一人１台端末の活用　等
調べ学習、参考演奏鑑賞、予習・復習等

○ ○

【知識・技能】
曲想や歌詞、音楽の構造を理解し、イメージをもって歌唱で表現し
ている
【思考・判断・表現】
音楽を形作っている要素を知覚し、働きを感受しながらその関わり
について考え、表現意図を持って音楽をつくっている
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想と音楽の構造や歌詞、他の芸術との関わりについて関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞・歌唱の学習活動に取り組もうとしてい
る

○ ○

○

３
学
期

【知識及び技能】
曲想や歌詞、音楽の構造、他の芸術との関わりについて
理解し、歌唱で表現する
【思考力、判断力、表現力等】
自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、
イメージをもって歌唱表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
音楽表現の可能性を追求する態度を養う

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 B 組～ E 組 単位数： 単位

教科担当者： （B組：田中）（C組：田中）（D組：田中）（E組：田中）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

70

○ ○ 1

合計

○ ○ 6○

【知識・技能】
表現　知識…用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わりについて理解してい
る。
　　　技能…目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と仮名の調和した線質による表現の技能を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】　
表現　漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表現、名筆を
生かした表現や現代に生きる表現について構想し工夫している。
鑑賞　創造された作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、漢字仮名交じりの書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的
に取り組もうとしている。
鑑賞　漢字仮名交じりの書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組
もうとしている。

○

○ ○

【知識・技能】
表現　知識…線質や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…仮名の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、連綿と単体、線質や字形を生かした表現を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統と文化、仮名の伝統的な鑑賞の
方法や形態について理解している。
【思考・判断・表現】　
表現　仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工夫している。
鑑賞　仮名の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、仮名の古典の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。
鑑賞　仮名の書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

○ ○ 1

３
学
期

A 単元　仮名の書の学習 ・指導事項
仮名の成立と発達、基本線、仮名、変体仮名について
の理解　高野切第三種の鑑賞と臨書
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

【知識及び技能】
　目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮名の調和した線質による表現の技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】　
漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表現形式、
意図に基づいた表現、名筆を生かした表現や現代に生きる表現について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
意図に基づく表現、漢字仮名交じりの書の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動
に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養う。

定期考査 作品提出、発表等

11

【知識及び技能】
　日本の文字と書の伝統と文化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
連綿と単体、線質や字形を生かした表現をするための技能を身につけ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
仮名の書の幅広い表現の学習活動に取り組み、書に対する感性を豊かに
し、書を愛好する心情を養う。

A 単元　漢字仮名交じりの書 ・指導事項
目的に応じた表現意図を踏まえて書き、色紙に漢字仮
名交じりの作品を仕上げる
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　素材収集　等

○

定期考査 作品提出、発表等

○

【知識・技能】
表現　知識…用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わりについて理解してい
る。
　　　技能…目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と仮名の調和した線質による表現の技能を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】　
表現　生活や社会における書の効用について理解している。
鑑賞　創造された作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうとし
ている。
鑑賞　書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

3

○

【知識・技能】
表現　知識…用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けてい
る。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　漢字の書の古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成、意図に基づいた表現について構想し工夫している。
鑑賞　漢字の書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組も
うとしている。
鑑賞　漢字の書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 9

期
末
考
査
ま
で

A 単元　漢字の書の学習　楷行篆隷草書 ・指導事項
各古典の鑑賞と臨書　条幅に仕上げる
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○

【知識及び技能】
　古典に基づく基本的な用筆・運筆や線質、字形や構成を生かした表現の技能を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】　
古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
古典や臨書した作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって
とらえる。

A 単元　漢字仮名交じりの書　生活に広げる ・指導事項
書式や目的に応じた表現意図を踏まえ、年賀状または
寒中見舞いハガキを仕上げる
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　素材収集　等

○ ○ 4

【知識及び技能】
　用具・用材の特徴と表現効果との関わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表現形式、
意図に基づいた表現、名筆を生かした表現や現代に生きる表現について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の表現の意図に基づく表現、漢字仮名交じりの書の特質に基づく表現をする幅広い表
現の学習活動に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

○ ○

3

【知識及び技能】
行草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆や線質、字形や構成を生かした表現の技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】　
古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
行草書の古典や臨書した作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを
味わってとらえる。

A 単元　漢字の書の学習　隷書 ・指導事項
曹全碑の鑑賞と臨書
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○

○ ○ 1

【知識及び技能】
　隷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆や線質、字形や構成を生かした表現の技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】　
古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
隷書の古典や臨書した作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味
わってとらえる。

定期考査 作品提出、発表等

○

【知識・技能】
表現　知識…隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…隷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　隷書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し、工夫している。
鑑賞　隷書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、隷書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうと
している。
鑑賞　隷書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○
２
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　漢字の書の学習　篆書と篆刻 ・指導事項
篆書の古典を鑑賞し、姓名印を刻る
・教材
教科書　篆刻用具一式
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助　手順を動画で確認　等

○ 7

【知識及び技能】
　篆刻の古典の書風と用刀・運刀との関わり、篆刻の用具・用材、基本
的な表現の過程について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
篆刻の書風に即した用刀・運刀、字形、全体の構成について構想し工夫
する。
【学びに向かう力、人間性等】
篆刻の書風に即した用刀・運刀、字形、全体の構成について構想し工夫
する。　
　　A 単元　漢字の書の学習　行草書 ・指導事項

風信帖／伊都内親王願文／真草千字文の鑑賞と臨書
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○ ○

【知識・技能】
表現　知識…行草書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…行草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　行草書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し、工夫している。
鑑賞　行草書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、行草書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もう
としている。
鑑賞　行草書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしてい
る。

○ ○

【知識・技能】
表現　知識…篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…篆書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けている。
鑑賞　知識…日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解している。
【思考・判断・表現】　
表現　篆書の古典の書体や書風・刻風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し、工夫している。
鑑賞　篆書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、篆刻・刻字の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。
鑑賞　篆刻・刻字のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとし
ている。

○ ○

○ ○ ○

1

【知識及び技能】
　線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
意図に基づいた表現について構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の特質に基づく表現をする幅広い表現活
動に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養う。

定期考査 作品提出、発表等 ○

期
末
考
査
ま
で

A 単元　漢字の書の学習　行書 ・指導事項
蘭亭序/祭姪稿ほか三筆、三跡の書の鑑賞と臨書
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○

○ 1

【知識・技能】
表現　知識…用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…・漢字の書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けてい
る。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　漢字の書の古典の書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成、意図に基づいた表現について構想し工夫している。
鑑賞　漢字の書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、漢字の書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組も
うとしている。
鑑賞　漢字の書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとして
いる。

○

定期考査 作品提出、発表等

7

【知識及び技能】
　行書の古典の線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、中国や日本等の
文字と書の伝統と文化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
行書の古典や臨書した作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって
とらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
行書の古典の特質に基づく幅広い表現活動に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かに
し、書を愛好する心情を養う。

A 単元　漢字の書の学習　楷行書 ・指導事項
創作の手順　古典の書風に即した創作作品制作
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助　題材について情報検索　等

○ ○

○

【知識・技能】
表現　知識…行書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けている。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し、工夫している。
鑑賞　行書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、楷書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうと
している。
鑑賞　行書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

○ ○

○ ○

4

○ ○ 7

【知識及び技能】
　楷書の古典の線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、中国の文字と書
の伝統と文化について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
楷書の古典や臨書した作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって
とらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
楷書の古典の特質に基づく幅広い表現活動に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かに
し、書を愛好する心情を養う。

【知識・技能】
表現　知識…楷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解している。
　　　技能…楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、楷書の古典の線質、字形や構成を生かした表現を身に付けてい
る。
鑑賞　知識…線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解
している。
【思考・判断・表現】　
表現　楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成について構想し、工夫している。
鑑賞　楷書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、楷書の表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取り組もうと
している。
鑑賞　楷書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしてい
る。

○

○ ○

【知識・技能】
表現　知識…用具・用材の特徴と表現効果との関わりについて理解している。
　　　技能…目的や用途に即した効果的な表現、楷書と仮名や行書と仮名の調和した線質による表現を身に付けている。
鑑賞　知識…日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、書体の変遷、書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解している。
【思考・判断・表現】　
表現　中学校書写で学んだ漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、目的や用途に即した効果的な表現形式、
意図に基づいた表現について構想し工夫している。
鑑賞　書の古典の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
表現　自身の表現の意図に基づく表現、漢字仮名交じりの表現の特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活動に主体的に取
り組もうとしている。
鑑賞　書のよさや美しさを甘受し、作品や書の意味や価値について考えながら、幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

知 思 態 配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A 単元　書写から書道 ・指導事項
書の特質や学習の全体像の把握する。姿勢・執筆や用具・用材
について理解し、書の学習方法を把握する。
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑賞 評価規準

4

【知識及び技能】
　漢字の書体の変遷，仮名の成立等について理解する
【思考力、判断力、表現力等】　
書のよさや美しさを味わってとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

A 単元　漢字の書の学習　楷書 ・指導事項
九成宮醴泉銘/孔子廟堂碑/雁塔聖教序/顔氏家廟碑の
鑑賞と臨書
・教材
教科書　書道具一式
・一人１台端末の活用　等
図版の拡大　等

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書
写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的
な技能を身に付けるようにする。

2

書道Ⅰ（教育出版）

芸術(書道）

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質を理解するとともに、意図に基づいて表現するための知識や技能を身に付けるようにする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品
や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることが
できるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を
愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と
文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創 造
していく態度を養う。

芸術(書道） 書道Ⅰ

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う

書道Ⅰ



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年） 教科  科目

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組 単位数： 単位

教科担当者： （　A,D,E,F 組：川口　　　　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵・彫 デ 映

70

○ ○ ○ 1

合計

○ ○ 3○

【知識・技能】
形や色彩、光、空間、動きなどの性質及び それらが人の感情
にもたらす効果や、映像作品の 印象や特徴などを基に、全体
のイメージで捉える ことを理解している。　
【思考・判断・表現】　
映像表現の特質や表現効果、投影の工夫などを感じ取り、機器
の特質を生かした創造的な工夫について考え、見方や感じ方を
深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】

○

○

【知識・技能】
具体物や抽象的なものの組み合わせ、構図や色彩などの効果、
全体のイメージなどを捉え、コラージュ技法を生かして表して
いる。　
【思考・判断・表現】　
自分のテーマを伝えるための形体や色彩、配置、組み合わせな
どの効果を考え、構想を練っている。創造的な表現の工夫など
について考え、見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

○ ○ ○ 1

３
学
期

A表現　超現実主義的絵画空間を創る ・指導事項
 表現するテーマを各自が設定する。コラージュの手
法、レイアウトについて理解する。テーマに合わせ
たコラージュ素材を収集し、制作に生かす。テーマ
を掘り下げ、モダンテクニックなども利用して表現
を追求する。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
 素材収集、鑑賞の補助

○

【知識及び技能】
光や動きを生かした映像の効果、美しさや全体のイ
メージなどを捉える　
【思考力、判断力、表現力等】　
映像表現の特質や表現効果、投影の工夫などを感じ
取り、機器の特質を生かした創造的な工夫について
考える。
【学びに向かう力、人間性等】定期考査 作品提出、発表等

14

【知識及び技能】
具体物や抽象的なものの組み合わせ、構図や色彩な
どの効果、全体のイメージなどを捉え、コラージュ
技法を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
自分のテーマを伝えるための形体や色彩、配置、組
み合わせなどの効果を考え、構想を練ったり鑑賞し
たりする。B鑑賞/映像メディア表現 ・指導事項

 ビデオアートなどの作品を鑑賞し、映像表現の特質
や良さを味合う。現代アートと社会の関わりについ
ての理解を深め、過去から現代のテクノロジーとの
関係や未来の表現を考え、一年間の振り返りを行
う。
・教材　教科書（高校生の美術1）
・一人１台端末の活用　等
 鑑賞の補助

○

定期考査 作品提出、発表等

○ ○

【知識・技能】
シュールレアリスムの芸術家グループとその思想・方法につい
て理解し、様々な描画技法を生かして表している。　
【思考・判断・表現】　
モダンテクニックの特性を基に、五感を表現する効果を考え、
構想を練っている。創造的な表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
モダンテクニックの特性を生かして表す創造活動に、主体的に

○

【知識・技能】
風景の中の空間、モチーフの形や色彩、全体の明暗やイメージ
などを捉え、絵の具などの特性を生かして表すことを理解して
いる。　
【思考・判断・表現】　
モチーフの形や色彩、構図などの効果を考え、構想を練ってい
る。静物画の見方や捉え方を深めて鑑賞している。
【主体的に学習に取り組む態度】
モチーフが置かれている状況から感じ取ったよさや美しさなど

○ ○ ○ 4

期
末
考
査
ま
で

A表現　静物画 ・指導事項
 絵具を重ねることで色彩が響きあうことを体感す
る。固有色の調色などに努め、アクリル絵の具での
写実表現に挑戦する。客観的に自己と他者の作品を
鑑賞し、絵画表現の理解を深める。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
 鑑賞の補助

○

【知識及び技能】
風景の中の空間、モチーフの形や色彩、全体の明暗
やイメージなどを捉え、絵の具などの特性を生かし
て表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
モチーフの形や色彩、構図などの効果を考え、構想
を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】A表現　様々な絵の具表現　モダンテクニック ・指導事項

 シュールレアリスムの芸術家グループとその思想・
方法について理解する。滲み、かすれなど様々な描
画技法を体験する。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
 鑑賞の補助

○ ○ 9

【知識及び技能】
シュールレアリスムの芸術家グループとその思想・
方法について理解し、様々な描画技法を生かして表
す。
【思考力、判断力、表現力等】　
モダンテクニックの特性を基に、五感を表現する効
果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

11

【知識及び技能】
風景の中の空間、モチーフの形や色彩、全体の明暗
やイメージなどを捉え、絵の具などの特性を生かし
て表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
モチーフの形や色彩、構図などの効果を考え、構想
を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 1定期考査 作品提出、発表等

２
学
期

中
間
考
査
ま
で

B鑑賞　西洋美術史（１７世紀オランダ絵画） ・指導事項
 静物画の定義や17世紀オランダの社会と藝術の関係
などから美術史を概観し、絵画制作のテーマ設定に
ついて理解を深める。
・教材　教科書（高校生の美術1）、スライド
・一人１台端末の活用　等
 鑑賞の補助

○ 2

【知識及び技能】
静物画の定義や17世紀オランダの社会と藝術の関係
について理解する。全体のイメージや作風、様式な
どを捉える。
【思考力、判断力、表現力等】　
時代背景、美術文化の継承と創造について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
古典作品のよさや美しさなどを鑑賞する創造活動A表現　静物画 ・指導事項

古典絵画技法に触れ、設計図が必要であることを理
解する。モチーフに応じた科学的観察や構造的理解
をする。よく観察・計測して全体感やモチーフ間の
大きさや体積の比例関係、大まかな明暗の階調を捉
える。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
 構図確認の補助

○ ○

【知識・技能】
風景の中の空間、モチーフの形や色彩、全体の明暗やイメージ
などを捉え、絵の具などの特性を生かして表すことを理解して
いる。　
【思考・判断・表現】　
モチーフの形や色彩、構図などの効果を考え、構想を練ってい
る。静物画の見方や捉え方を深めて鑑賞している。
【主体的に学習に取り組む態度】
モチーフが置かれている状況から感じ取ったよさや美しさなど

○

【知識・技能】
静物画の定義や17世紀オランダの社会と藝術の関係について理
解している。全体のイメージや作風、様式などを捉えている。　
【思考・判断・表現】　
時代背景、美術文化の継承と創造について考え、美術作品の見
方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典作品のよさや美しさ、位置付けなどを鑑賞する創造活動
に、主体的に取り組もうとしている。

○ ○

○ ○ ○

○ ○ 1

定期考査 作品提出、発表等

定期考査 作品提出、発表等 ○

期
末
考
査
ま
で

A表現　平面構成 ・指導事項
 画材の特徴、色彩の基礎を理解する。色彩と形態を
用いてイメージを表現する。造形秩序（バランス、
リズムなど）、トーンと色彩感情を意識して配色計
画を立てる。計画に基づいてアクリル絵の具で目的
の色を作り、均一に塗り分ける。全員の作品を鑑賞
し、多様なアイデアに触れ、デザインや抽象表現へ
の理解を深める。
・教材 教科書（高校生の美術1）、画材一式

○ 11

【知識及び技能】
自然物などの形や色彩の特徴や美しさ、構成などの
効果、全体のイメージなどを捉え、材料や用具の特
性を生かし、計画を基に表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
自然物などの形や色彩の特徴や美しさを基に、構成
などの効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりす
る。

○

【知識・技能】
自然物などの形や色彩の特徴や美しさ、構成などの効果、全体
のイメージなどを捉え、材料や用具の特性を生かし、計画を基
に表している。　
【思考・判断・表現】　
自然物などの形や色彩の特徴や美しさを基に、構成などの効果
を考え、構想を練ったり鑑賞している。
【主体的に学習に取り組む態度】
イメージを抽象化して表す創造活動に主体的に取り組もうとし

○ ○ ○

○ ○ ○ 1

○ ○ 7

【知識及び技能】
形、明暗、質感などの効果、モチーフの構造などを
捉え、線の強弱や画材の特性を生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】　
身近なものの特徴や動きなどを基に、形、明暗、質
感などの効果を考え、構図を練ったり、鑑賞したり
する。
【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】
形、明暗、質感などの効果、モチーフの構造などを捉え、線の
強弱や画材の特性を生かして表している。
【思考・判断・表現】　
身近なものの特徴や動きなどを基に、形、明暗、質感などの効
果を考え、構図を練ったり、鑑賞している。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近なものの特徴や構造を捉えて表す創造活動に、主体的に取
り組もうとしている。

○

○

【知識・技能】
美術作品における造形的な特徴などを基に全体のイメーシや作
風を自分なりに捉え、絵と文で表すことを理解している。　
【思考・判断・表現】　
造形的なよさや美しさを感じ取り、それが自己の体験や価値観
などから生じることに意識的になり、作者の意図と創造的な表
現の工夫などについて見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
作品鑑賞と創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

知 思 態
配当
時数

１
学
期

中
間
考
査
ま
で

A表現 オリエンテーション 教科書から好きな作品を ・指導事項
　図版の模写、作品解説と共に自分の感想を一枚の
用紙にまとめ発表する。他者の発表を聞き、それぞ
れの見方や考え方を味わう。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
　図版の拡大。作品についての情報検索。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑賞 評価規準

4

【知識及び技能】
美術作品における造形的な特徴などを基に全体のイ
メージや作風を自分なりに捉え、絵と文で表すこと
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
造形的なよさや美しさを感じ取り、それが自己の体
験や価値観などから生じることに意識的になり、作
者の意図と創造的な表現の工夫などについて見方や
A表現　鉛筆デッサン ・指導事項

　鉛筆で10段階以上の明暗の階調を表現する。平面
上に基本形態を立体的に表現する。目的に応じた構
図を採用する。モチーフの要素、動きを挙げ、よく
観察して鉛筆で写実的に描写する。正確な比率や形
態、明暗や質感を探求し表現しようと努力する。
・教材　教科書（高校生の美術1）、画材一式
・一人１台端末の活用　等
 鑑賞の補助

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に
応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについ
て考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるよ
うにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわた
り美術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美
術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養う。

2

高校生の美術１

芸術(美術)

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

芸術(美術) 美術Ⅰ

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

教科担当者名を記入し、

提出時は押印する。複

数クラスをまとめてもよ

い。

２列目「教科○○」「科

目○○」
を忘れずにお願いします。


